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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りうえい　柳営
　　　あ　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　まきえい巻き綴：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐえい　愚詠
　　　　あ（感）　　　　　　い（名）　　　　 ほそえい細峻
　　　　あ足　　　　　　 い胆　　 きんくわ　　　　あ畔　　　　　　い移　　　 いちにちのえい橦花一日の栄　　　　あ　吾　　　　　　　　　　　　　い　寝　　　　　　　　　　なはえい　縄腰
　　　　あ彼　　　　　　 い異　　　　　りふえい立纏・
　　　ああ　（感）　　　　　　　　　　　　い　汝　　　　　　　　　　　　みえい　御影
　　かかあ　噂　　　　　　　　　　　　　一い　（間助）　　　　　　　　けんえい　巻櫻
　　こかあ　（感）　　　　　　　　　　　一い　（終助）　　　　　　　　そんえい　尊詠
ももんがあ　（名）　　　　　　　　　　　一い　（終助）　　　　　　　くわんえい　寛永
　　　さあ　（感）　　　　　　　　　　　　い一く接頭）　　　　　　　　　　おい　（感）
　　どさあ　（名）　　　　　　　　　　　　い一斎　　　　　　　　　　　　　おい　老い
　一いなあ　（終助）　　　　　　　　　　　い一（造語形）　　　　　　　　　おい一老
　あいなあ（感）　　　　　　　　い一五　　　　　　 おいおい（感）
それいなあ　（連語）　　　　　　　　　　　い一五十　　　　　　　　　　あひおい　相老い
　　せなあ　兄なあ　　　　　　　　　　あい　愛　　　　　　　　　　　かい　戒
　　をなあ（名）　　　　をさあい幼児　　　　　かい界
　　　はあ（感）　　　　　ずあい楚桔　　　　　かい階
　　　まあ　今　　　　　　　　　　　　ひあい　非愛　　　　　　　　　　　　かい　蓋
　　　やあ　（感）　　　　　　　　　　　ぷあい　不愛　　　　　　　　　　　　　かい一（接頭）
　　しゃあ　（感）　　　　　　　　　　　ゐあい　・遺愛　　　　　　　　　　　　いかい　（形）
　　　　　　　　　　　　　　　　　おんあい　恩愛　　　　　　　　　　さいかい　西海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいい　征庚　　　　　　　　　　　さいかい　斎戒
　　　　　　　　　　　　　　　　　かはいい　（形）　　　　　　　　　すいがい　透垣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　めいい　明衣　　　　　　　　　だいかい　大海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うい　羽衣　　　　　　　　　　　はいかい　俳譜1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うい　（形）　　　　　　　　　　はいがい　油交
　　　　　　　　　　　　　　　げいしゃううい　寛裳羽衣　　　　　てんぐはいかい　夫狗俳請
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうい　更衣　　　　　　　やっζはいかい　奴俳階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　てうい　朝衣　　　　　　　やかずはいかい　矢数俳講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうい　東夷　　　　　　　　　　ゆいかい　遺戒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はうい　芳意　　　　　　　　　　　うがい　有涯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうい　布衣　　　　　　　　　　えうがい　要害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃうい　上意　　　　　　　　　　かうがい　奔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようい　用意　　　　　　　　さきかうがい　先笄
　　　　　　　　　　　　　　　おひかぜようい　追ひ風用意　　　　　さきかうがい　裂き笄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい　（感）　　　　　　　　こんがうかい　金剛界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい　詠　　　　　　　　　　たいざうかい　胎蔵界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい影　　　　　とうがい燈蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい　鰻　　　　　　　　　　きゃうがい　境界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えい　善い　　　　　　　　じゃうかい　上階
　　　　　　　　　　　　　　　　　えいえい　（感）　　　　　　　　しゃうがい　生害
　　　　　　　　　　　　　　　　　けいえい経営　　　　　せっしゃうかい殺生戒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいえい　細綾　　　　　　　　みゃうかい　冥界
　　　　　　　　　　　　　　　　　すいえい　垂櫻　　　　　　　　　りゃうかい　両界
　　　　　　　　　　　　　　　　　こうえい　後栄　　　　　　　あんやうかい　安養界
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふうえい　瓢詠　　　　　　　　きょうがい　兇害
　　　　　　　　　　　　　　　　　べうえい　苗喬　　　　　　　　らうがい労咳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　らうえい　朗詠　　　　　　　　　　かかい　加階
2　　　　　しきかい　色界　　　　　　　　　ぶっかい　仏界　　　　　　　　　　へんがい　変改
　　　　むしきかい　無色界　　　　　　　　へつかい　辺つ橿　　　　　　　　くわんがい　菅蓋
　　　　　　くかい　九界　　　　　　　　　をっかい　越階　　　　　　　　　　　きい　紀伊
　　　　　　くかい　苦海　　　　　　　　　　とかい　渡海　　　　　　　　　　　　きい　奇異
　　　　　　くがい　公界　　　　　　　　つめがながい　爪が長い　　　　　　　　おほきい　大きい
　　　　　　くがい　苦界　　　　　　　　　こながい　小長い　　　　　　　　　　ぐい　愚意
　　　　ぐそ．くかい　具足戒　　　　　　　　むながい　胸繋　　　　　　　　　　くいくい　（副）
さん　　　　　　　　三人寄れば　　　　　　　　にかい　二階　　　　　　　　　　　ごくい　極意
　にんよればくがい　　　　　公界　　　　ちゅうにかい　中二階　　　　　ゑんちゃうこくい　円頂黒衣
　　　　ひゃくがい　百骸　　　　　　　　　じふにかい　十二階　　　　　　　　　　さくい　作意
　　　　　よくかい　慾界　　　　　　　　　　　はかい　破戒　　　　　　　　　　　さくい　（形）
　　　ごくらくかい　極楽界　　　　　　　　　さふかい　挿鞍　　　　　　　　　　　とくい　得意
　　　　　　げかい　下界　　　　　　　　　ほふかい　法界　　　　　　　じゃうとくい　常得意’
　　　　　　ごかい　五戒　　　　　　　めっぽふかい　滅法界　　　　　　けさまでにくい　袈裟まで憎い
　　　　　　しかい　四海　　　　　　むえんほふかい　無縁法界　　　　かうりょうのくい　充龍の悔い
　　　　　　しがい　糸鮭　　　　　　れうけんぷかい　料簡深い　　　　　　　　むくい　報い
　　　　　　じがい　自害　　　　　　　　　まかい　真擢　　　　　　　　　ぎゃくい　逆意
　　　　こくじかい　国字解　　　　　　　　　まかい　魔界　　　　　　　　　　しゅくい　宿意
　　　　　はしかい　（形）　　　　　　　　　めかい　目界　　　　　　　　　ぎょくい　玉戻
　　いってんしかい　一天四海　　　　　　　　おもがい　面繋　　　　　　　　　　　　けい　卿
　　　　　　せかい　世界　　　　　　　　　コモガイ　熊川　　　　　　　　　　　けい　磐
　　　　　　せがい（名）　　　　しゃかい沙界　　　　　 げい芸
　　じっぱうせかい　十方世界　　　　　さんまやかい　三摩耶戒　　　　　　　けいけい　（感）
　　　ゐなかせかい　田舎世界　　　　　　　　しゅかい　酒海　　　　　　　　　　さいげい　才芸
　　　ちかきせかい　近き世界　　　　　　　じゅかい　受戒　　　　　　　　　たいけい　大慶
　　あんらくせかい　安楽世界　　　　　　　じゅかい　授戒　　　　　　　　　へいげい　埠現
　　　しゃばせかい　娑婆世界　　　　　　　らがい　羅蓋　　　　　　　　きうけい九卿
　　だいせんせかい　大千世界　　　　　　　しゅらかい　修羅界　　　　　　　　　こうけい　紅閨
さんぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　しりがい　尻繋　　　　　すいちゃうこうけい　翠張紅閨
　んだいせんせかい　三千大千世界　　こぶさのしりがい　小総の鰍　　　　　　　　そうけい　奏慶
いちだいさんぜ　　　一大三千大　　　　　　くろがい　黒柿　　　　　　　　　たうけい　刀圭
　んだいせんせかい　　　　千世界　　　　じゃいんかい　邪淫戒　　　　　　　　のうげい　能芸
　　さんぜんせかい　三千世界　　　　　　　　うんかい　雲海　　　　　　　　　ぎゃうけい　行啓
　　　むへんせかい　無辺世界　　　　　　　きんかい　禁戒　　　　　　　　しゃうけい　上卿
　　　　　　たかい　他界　　　　　　　　　　さんがい　三界（名）　　　　　　ちゅうけい　中啓
　　　　ひとだかい　人高い　　　　　　　一さんがい　三界（接尾）　　　　　てんがげい　天下芸
　　うりかひだかい　売り買ひ高い　　　　　さんがい　三階　　　　　　　　　ぎけい　儀刑
　　　　　　ちかい　持戒　　　　　　　　　　さんがい　三繋　　　　　　　　　　にくけい　肉髪
　　　　　いっかい　一戒　　　　　　　きゃうさんがい　京三界　　　　　　　　　りくげい　六芸
　　　　　いっかい　（形）　　　　ちくしゃうざんがい　畜生残害　　　　　　　　ごけい　五刑
　　　　おきつかい　沖つ擢　　　　　　えどさんがい　江戸三界　　　　　　　　ごけい　御瑛
　　　　　けっかい結界　　　　　　　からさんがい　唐三界　　　　　　　やつしげい　借し芸
　　しちりけっかい　七里結界　　　　くるわさんがい　廓三界　　　　　　ひきうすげい　挽き臼芸
　にょにんけっかい　女人結界　　　　　　　せんがい　線鮭　　　　　　　いしうすげい　石臼芸
　　　　　こつがい　乞弓　　　　　　　だんぜんかい　大千界　　　　　　ちゃうすげい　茶臼芸
　　　　ぽさつかい　菩薩戒　　　　　ちみどうちんがい　血みどろち　　　　　　　　ぢけい　致景
　　　　　しっかい　悉皆　　　　　　　　　　　　　　　　　んがい　　　　　　　ちけい　答刑
　　　　　じっかい　十戒　　　　　　　　　　てんがい　天蓋　　　　　　　　　　げっけい　月卿
　　　　　じっかい　十界　　　　　　　　　なんかい　南階　　　　　　　　　くわっけい　活計
　　　　　せっかい　説戒　　　　　　　　　にんがい　人界　　　　　　　　　すなどけい　砂時計
　　　　　せつがい　殺害　　　　　　　　　　　はんがい　（名）　　　　　　　　　　　　ひけい　秘計
3　　　ざふげい　雑芸　　　　　　　しんじゃうさい　神嘗祭　　　　　　　　しょざい　所在
　　　しゃけい　舎兄　　　　　　　　　ぢ1やうさい　定斎　　　　　　　　　　るざい　流罪
　　　しゃげい　射芸　　　　　　　　　　ぢゃうざい　杖罪　　　　　　　　　　カルサイ　（名）
　　　　よけい　余慶　　　　　いちね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うさい　遅斎
　　　ぎょけい　御慶　　　　　んみだぶつそく　　一念弥陀仏　　　　　　うんざい　（名）
　　あたりげい　当たり芸　　　めつむりゃうざい　即滅無量罪　　　　　かんざい　漢才
　　　　るけい　流刑　　　　　　　　　　らうさい　労療　　　　　　　わこんかんさい　和魂漢才
　　　きんけい　金鶏　　　　　　　　　　　きさい　后　　　　　　　　　　　げんさい　幻妻
　　　けんけい　券契　　　　　　　　かんこくさい　紙子臭い　　　　　　　　げんざい　現在
くまのさんけい　熊野参詣　　　　　　　　そくさい　息災　　　　　　　　　ねこんざい　根金際
　　　たんけい　短集　　　　　　　　　ねちくさい　（形）　　　　　　　　　さんさい　三才
　　　たんけい　端渓　　　　　　　　　ぎゃくざい　逆罪　　　　　　　　　　ざんざい　斬罪
　はちにんげい　八人芸　　　　　　　こぎゃくざい　五逆罪　　　　　　　　　せんざい　千載
　　　ねんけい　念契　　　　　　　こごひゃくさい　後五百歳　　　　　　　せんざい　前栽
　　　ばんけい　晩景　　　　　　　あんだらくさい　あんだら臭い　　　　　　ぜんざい　善哉
　　　ひんけい　牝鶏　　　　　　　　　ろくさい　六斎　　　　　　　つぼせんざい　坪前栽
　なきべんけい　泣き弁慶　　　　　　うさんくさい　胡散臭い　　　　　　　ぞんざい　（形動）
こたつべんけい　火燵弁慶　　　　　　どんくさい　鈍臭い　　　　　　　いけぞんざい　（形動）
　　しゅんけい　春慶　　　　　　　　　　　げさい　解斎　　　　　　　　　きねんさい　祈年祭
　　じゅんけい　閏・刑　　　　　　　　　　げざい　下ざい　　　　　　しきねんさい　式年祭
　　　らんけい　鴛鏡　　　　　　　　　　こさい　巨細　　　　　　　　　はん』さい　半斎
　　　いしこい　（形）　　　　　　　　　　　ごさい　御菜　　　　　　　　　　ぷんざい　分際
　　　　そζい　底意　　　　　　　　　　ござい　御座い　　　　　　　　へんさい　辺際
　　　みそこい　（形）　　　　　　　　　さござい　（名）　　　　　　　　　ぽんさい　梵妻
　うらみっこい　（名）　　　　　　　　　ちょこざい　猪口才　　　　　　　　　まんざい　万歳
　ふてらっζい　（形）　　　　　　　　　　しさい　仔細　　　　　　　　とこまんざい　徳万歳
　　　　ねこい　寝濃い　　　　　　　　　しざい　死罪　　　　　　せんずまんざい　千秋万歳
　　　にゃこい　（形）　　　　　　　　　　しざい　資材　　　　　　みかはまんざい　三河万歳
　　やはらζい　柔らこい　　　　　　　　じざい　自在　　　　　　づほくめんさい　頭北面西
　　　　　さい　（感）　　　　　いは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もんざい　文才
　　　　　さい　采　　　　　　しみづりんじさい　石清水臨時祭　　　　こんりんざい　金輪際
　　　　　さい斎（名）　　　　　くわんじざい　観自在　　　　　　　　　しい　（感）
　　　　一さい　斎（接尾）　　　　　　　　せざい　前栽　　　　’　　　　　　　しい　四夷
　　　　一さい　（終助）　　　　　　　　　　ださい　大宰　　　　　　　　　　しいしい　（感）
　　　　一さい才　　　　　 だざい堕罪　　　　 はいしい（感）
　　　　一さい歳　　　　　 ちざい答罪　　　 うったうしい彰陶しい
　　　　　ざい在　　　　　づざい徒罪　　　めはつかしい且恥つかしい
　　　　　ざい采　　　　 いっさい一切　　　ことむっかしい（形）
　　　　　ざい　際　　　　　　　　　　　えっさい　悦哉　　　　　　　　　　ふかしい　深しい
　　　　あさい　朝寝　　　　　　　　けっさい　潔斎　　　　　　　せうらかしい　（形）
　　　さいさい　再再　　　　　しゃうじんけっさい　精進潔斎　　　　　しゃうらかしい　（形）
　　　ざいざい　在在　　　　　　　　　はっさい　八災　　　　　　　　らんがしい　乱がしい
　　　たいさい　太歳　　　　　　　　　　はっさい　発才　　　　　　　　こむやくしい　小無益しい
じんみらいざい　尽未来際　　　　　　　　にさい　二歳　　　　　　　　　あけしい（形）
　　　しうさい　秀才　　　　　　　　　なはのざい　縄の際　　　　　　　　ひさしい　久しい
　　　せうさい　小養　　　　　　　　　きんのざい　金の範　　　　　　　ふさぷさしい　（形）
　　　てうさい　調菜　　　　　　　　　　ぷさい　無菜　　　　　きょときょとしい　（形）
　　　とうざい　東西　　　　　　　　　きぷさい　気塞い　　　　　いかつがましい　厳っがましい
　　しゃうさい　上裁　　　　　　　　ごがふぶさい　五合無菜　　　　　　こやかましい　小喧しい
だいじゃうさい　犬嘗祭　　　　　　　　　きょさい　巨細　　　　　　　あたがしましい　（形）
しんじゃうさい　新嘗祭　　　　　　　　　じょさい　如在　　　　　　　　あらくもしい　荒くもしい
4　　　　　さもしい　（形）　　　　　　　だいげんすい　大元帥　　　　　　　　　　しせい　四姓
　　　　はもじい　は文字い　　　　　　　さんすい　山水　　　　　　　　　　　じせい　辞世
　　　ぜいらしい　賛らしい　　　　　　　じんずい　神水　　　　　　　　　かくしぜい　隠し勢
　　たいそうらしい　大層らしい　　　　　　ちんすい　沈酔　　　　　　　　　ふせぜい　伏せ勢
　あいきゃうらしい　愛敬らしい　　　　　　ちんずい‘沈水　　　　　　　　　みせぜい　見せ勢
　　　いしこらしい　（形）　　　　　　　　　てんすい　天水　　　　　　　　　　たぜい　多勢
　　　すいたらしい　好いたらしい　　　　　　ほんすい　本粋　　　　　　　　　　いっせい　一声
　　　にくてらしい　憎体らしい　　　　　しょんずい　祥瑞　　　　　　　たいいつせい太乙星
　　　　こはらしい　恐らしい　　　　　　　ゑんずい　淵酔．　　　　　　　　しっせい　執政
　　　　やぼらしい　野暮らしい　　てん　　　　　　　　　　　　　　　　　はっせい　発声
　　　あじゃらしい　（形）　　　　　じゃうのゑんずい　殿上の淵酔　　　　　　しゅっせい　出精
　　　　　　すい　水　　　　　　　　　　　せい　世　　　　　　　　　　　てぜい　手勢
　　　　　　すい　推　　　　　　　　　　　せい　制　　　　　　　　　　　とせい　渡世
　　　　　　すい粋　　　　　　せい姓　　　　　 ぶせい無精
　　　　　　　ずい　（名）　　　　　　　　　　　せい　勢　　　　　　　　　　　　ふぜい　風情（名）
　　　　　　ずい　随　　　　　　　　　　　　せい　精　　　　　　　　　　　一ふぜい　風情（接尾）
　　　　　　ずい一（接頭）　　　　　　　　　ぜい　賛　　　　　　　たぜいにぶぜい　多勢に無勢
　　　　　かうずい　香水　　　　　　　　　かいせい　皆済　　　　　　　　　こらへぜい　堪へ精
　しんかうがうすい　信仰が薄い　　　　　　けいせい　傾城　　　　　　　　　一ませい　（助動命令）
　　かちかうずい　加持香水　　　　　つじけいせい辻傾城　　　　　　　　きもせい　肝精
　　　　ぎゃうずい　行水　　　　　　　　はしけいせい　端傾城　　　　　　　　　　　よせい　余情
　　　　びゃうすい　瓶水　　　　　　　きみけいせい　君傾城　　　　　　　　　よせい　余勢
　　　　わうずい　黄水　　　　　　　　　たいぜい　大勢　　　　　　　　　　ぎょせい　御製
　　　　　えずい　（形）　　　　　　　　くえうせい　九曜星　　　　　　　　からぜい　空贅
　　　　　きずい　奇瑞　　　　　　　　　がうせい　強勢　　　　　　　あつまりぜい　集まり勢
　　　　　きずい　気随　　　　　　　　きうせい　九星　　　　　　　　　うせい　路生
　　　　きくすい　菊水　　　　　　　　　たうせい　当世　　　　　　　　　　くわせい　化生
　　　　　ごくすい　曲水　　　　　　　　　　ちうせい　小せい　　　　　　　　　あんせい　安政
　　はっくどくすい　八功徳水　　　　　　　　どうぜい　同勢　　　　　　にょにんきんぜい　女人禁制
　　　　しゅくすい　寂水　　　　　　　　　ほうせい　（感）　　　　　　　　はぐんせい　破軍星
　　　　きょくすい　曲水　　　　　　させいほうせい（連語）　　　　　　　　けんせい　賢聖
　　　　　　こすい　五衰　　　　　　　　　まうぜい　猛勢　　　　　　　　　．　さんせい　三聖
てんにんのこすい　天人の五衰　　　　　　しゃうぜい　正税　　　　　　　わかのさんせい　和歌の三聖
　　　　いちずい　一随　　　　　　　　　　りうせい　流星　　　　　　　　　　ぜんせい　全盛
　　　　　いっすい　一水　　　　　　　　　　かせい　下姓　　　　　　　　　ぜんぜい　善逝
　　　　　こっずい　骨髄　　　　　　　　　　かせい　歌聖　　　　　　　　　たんせい　丹青
　　　　　ひっすい　必衰　　　　　　　　　　がせい　我精　　　　　　　　　　たんせい　丹誠
じゃうしゃひっすい　盛者必衰　　　　　　　　　きせい　気精　　　　　　　　　　ちんせい　鎮星
　　　　　ほっすい　法水　　　　　　　　　　きせい　祈誓　　　　　　　　　ちんぜい　鎮西
　　ゆがのほっすい．玲伽の法水　　　　　　　きせい　祈請　　　　　　　　　　てんせい　天性
　　　　しろとすい　素人粋　　　　　　　　　ぎせい　義勢　　　　　　　　　　とんせい　遁世
　　　　　　ひすい　霧翠　　　　　　　　いきせい　息精　　　　　　　　　はんせい　半済
　　　　　　ひすい　（形）　　　　　　　　　うきぜい　浮き勢　　　　　　　　　ばんせい　坂西
　　　みつざふすい　水雑炊　　　　　　　　さきぜい　先勢　　　　　　　　　ばんぜい　万歳
　　　　　ほふすい　法水　　　　　　　　　ぐぜい　弘誓　　　　　せんしうばんぜい　千秋万歳
　　　　　　やすい　安寝　　　　　　　　　おくぜい　奥勢　　　　　　　　　　ひんせい　貧生
　　　　　じゅすい　入水　　　　　　　　　　とくせい　徳政　　　　　　　　　　ぷんせい　文政
　　　　　わるずい　悪推　　　　　　　たいはくせい　太白星　　　　　　　　ほんぜい　本誓
　　　　　うんすい雲水　　　　　　　　ぼくぜい　ト笈　　　　　　　　　ゆんぜい　弓勢
　　　　　げんすい　玄水　　　　　　　　　　こぜい　小勢　　　　　　　　　　　　そい　素意
　　　　　けんずい　硯水　　　　　　　　　そζせい　（感）　　　　　　　　　きがほそい　気が細い
5　　　　　　　たい体（名）　　　　　ようだい容体　　　きゃうとしょしだい京都所司代
　　　　　　一たい体（助数）　　　　　おだい御台　　　　　なりしだい成り次第
　　　　　　　たい対　　　 もりきりおだい盛り切り御台　　　せたい世帯
　　　　　　　だい代　　　　　 かたい（形）　　　　かせぜたいかせ世帯
　　　　　　　だい台　　　　やぼがたい野暮堅い　　　あらぜたい新世帯
　　　　　　　だい　第　　　　　　　　　　　きたい　希代　　　　　　　　さらせたい　新世帯
　　　　　　いたい　衣帯　　　　　　　　　　　きだい　季題　　　　　　　　　　だたい1（副）
　　　　　えいたい　永代　　　　　　　きめうきたい　奇妙奇態　　　　　　　　ぢたい　地体
　　　　　かいたい　解体　　　　　　　　　しきだい　色代　　　　　　　　　いちだい　一大
　　　　　かいだい　海内　　　　　　　　　　しきだい　敷台　　　　　　　　　　いちだい　一代（名）
　　　　　けいたい　継体　　　　　　　　　せきたい　石帯　　　　　　　　　いちだい一一代（接頭）
　　　　　すいたい　翠黛　　　　　　　　　せきだい　石台　　　　　　いっせいちだい　一世一代
　　　　　せいたい　青黛　　　　　　　　　　くたい　裾帯　　　　　　　　　まちだい　町代
　　　　　せいだい　聖代　　　　　　　　　　あくたい　悪態　　　　　　　　　いったい　一体
　　　　　たいたい　対対．　　　　　　　　　そくたい　束帯　　　　　　　　　　ざったい　雑体
　　　　　だいだい　大内　　　　　　　　　ぞくたい　俗諦　　　　　　　　　せったい　摂待
　　　　　だいだい　太太　　　　　　　　　ちくだい　竹台　　　　　　　　　ぜっだい　舌代
　　　　　へいだい　屏代　　　　　　　　　とくたい　得替　　　　　　　　　ねったい　妬い
　　　　　るいだい　累代　　　　　　　　　　はくたい　百代　　　　　　　　　　はったい　模
　　　　　　うだい　有待　　　　　　　　　　ばくたい　莫大　　　　　　　　　　はったい　八体
　　　　　かうだい　高台　　　　　　　　　　もくだい　目代　　　　　　　　　ぶったい　仏体
　さんきんかうたい　参頸交替　　　　　　せうもくだい　小目代　　　　　　　　ほったい　法体
　　　　　きうたい　裏代　　　　　　　　　やくたい　益体　　　　　　　　　まっだい　未代
　　　　　こうたい　後代　　　　　　　　しゃくたい　石帯　　　　　　いちごまつだい　一期末代
　　　　　さうだい　霜台　　　　　　　　ちゃくたい　着帯　　　　　きじほんまつたい　紀事本末体
　　　　　せうだい　招提　　　　　　　　ぎょくたい　玉体　　　　　　　　もったい　物体
　　　　　たうだい　当代　　　　　　　　しょくだい　燭台　　　　　　　　しゅったい　出来
　　　　　たうだい　当帝　　　　　　　ちょくだい勅題　　　　　　　　　てだい　手代
　　　べったうだい　別当代　　　　　　　　ろくたい　六体　　　　　　　　したてだい　下手代
　　　　　とうたい　凍饅　　　　　　　　　ろくだい　六大　　　　　　　　あひてだい　相手代
　　　　　とうだい　燈台　　　　　　　　　　けたい　卦体　　　　　　あきなひてだい　商ひ手代
ぶっしゃうどうたい　仏性同体　　　　　　　　　けだい　解怠　　　　　　　　　おもてだい　重手代
　　むすびとうだい　結び燈台　　　　　　　　げだい　外題　　　　　　　　　　なだい　名題
　　　　　ふうたい　風帯　　　　　　　　　あげだい　揚げ代　　　　　　　　はなだい　花代
　　　　　やうだい　様体　　　　　　　　　　　ζたい　五体　　　　　　　　　おほなだい　大名題
　　　　ぎゃうたい　行体　　　　　　　　　　　こだい　古代　　　　　　　　ひがしのたい1東の対
いきあひきゃうだい　行き合ひ兄弟　　　　　　　ごだい　五大　　　　　　　　にしのたい　西の対
ゆきあひきゃうだい　行き合ひ兄弟　　　にょうごだい　女御代　　　　　　きたのたい　北の対
　　　　しゃうたい　正体　　　　　　　　　しゅごだい　守護代　　　　　　　　きたのだい　北の台
　　　　しゃうだい　請待　　　　　　　　　　したい　四諦　　　　　　　　　　ばだい　馬代
　　　　じゃうだい　城代　　　　　　　　　　じたい　自体　　　　　　　　　あひだい　相対
おほさかじゃうだい　大坂城代　　　　　　　　しだい　四大　　　　　　　　　くびだい　首台
　　しんじゃうだい　進上台　　　　　　　　　　しだい　次第（名）　　　　　　　　ふたい　不退
　　だんじゃうだい　弾正台　　　　　　　　一しだい　次第（接尾）　　　　　　ふだい　譜第
　　　　ちゃうだい　町代　　　　　　　　　　　じだい　時代　　　　　　　にぢゅうぶたい　二重舞台
　　　　ちゃうだい　帳台　　　　　　　いきづきしだい　息衝き次第　　　　　　　ぎふだい　妓夫台
　　　　みゃうだい　名代　　　　　　　　かくしだい　隠し題　　　　　　　ひらぶたい　平舞台
　　せんみゃうたい　宣命体　　　　　　かってしだい　勝手次第　　　　　　えんぷだい　間浮提
　　　　しゅうたい　宗体　　　　　　　　　しにしだい　死に次第　　　　　なんえんぶだい　南闇浮提
　　　　ぢゅうだい　重代　　　　　　　　　ぎょしだい　御史台　　　　　　さうでんふだい　相伝譜代
　　いへぢゅうだい　家重代　　　　　　　しょしだい　所司代　　　　　　　ほんぶたい　本舞台
6　　　　　　ぽだい　菩提　　　　　ちゅうこくたんだい　中国探題　　　　　　　　ζでい　健児
　　こしゃうぼだい　後生菩提　　　　　ながとたんだい　長門探題　　　　　　　うしこでい　牛健児
　とんしょうぽだい　頓証菩提　　　　ろくはらたんだい　六波羅探題　　　　　　　こってい　特負
　　じゃうぐぼだい　上求菩提　　　　　　　ぢんだい　陣代　　　　　　　　　　ざってい　雑体
　　　　こせぽだい　後世菩提　　　　　　　てんだい　天台　　　　　　　　　しってい（感）
　　　　さんぼだい　三菩提　　　　　　　きでんたい　紀伝体　　　　　　　　じってい　十手
さん　　　　　　　　　　　　　　　　へんねんたい　編年体　　　　　　　　　じってい　実体
　みゃくさんぽだい　三貌三菩提　　　　　　はんだい　盤台　　　　　　　　　しててい　（名）
あのくたらさん　　　阿縛多羅三　　　　　　ぷんだい　文台　　　　　　　　　さらぬてい　さらぬ体
　みゃくさんぽだい　　　貌三菩提　　　　　　ほんたい　本体　　　　　　　　　　つねてい　常体
　　　　　しまだい　島台　　　　　　　　　　れんだい　蓮台　　　　　　　　　　　　ほてい　布袋．
　　　　　　みだい　御台　　　　　　　　　れんだい　輩台　　　　　　　　　おほてい　大体
　　　つけがみだい　付け紙台　　　　　　　　れんだい　簾台　　　　　　　　　　一までい　（終助）
　　　　あまみだい　尼御台　　　　じゃうぽんれんだい　上品蓮台　　　　　　　　　やてい　野体
　　　　　　むたい　無代　　　　　　くほんれんだい　九品蓮台　　　　　　　しゃてい　舎弟
　　　　からむたい　から無体　　　　　　くわんたい　緩怠　　　　　　　　　しょてい　所体
　　　　むりむたい・無理無体　　　　　　くわんだい　館代　　　　　　　　あれらてい　彼等体
　　　らんじゃたい　蘭奢待　　　　　はうぐわんだい　判官代　　　　　　　ありてい有り体
　　　　　ちゃだい　茶台　　　　　　　さくわんだい　主典代　　　　　　　　あれてい　彼体
　　　　　じゅだい　入内　　　　　　　　ももんぢい　（名）　　　　　　　　　これてい　此体
　　　　　ぎょたい　魚袋　　　　　　　　　　　っい　（副）　　　　　　　　　それてい　其体
　　　　　しょたい　所帯　　　　　　　　　　　っい一（接頭）　　　　　　　　　うんでい　雲泥
　　　　　じょだい　序代　　　　　　　えりがあっい　襟が厚い　　　　　　　　きんてい　禁廷
　　　　　にょたい　女体　　　　　　　　　いかっい　厳つい　　　　　　　せけんてい　世間体
　　　　　しらだい　白台　　　　　　　　　　きっい　（形）　　　　　　　　　こんでい　金泥
　　　　きゃらだい　伽羅代　　　　　　さんぷくっい　三幅対　　　　　　　　こんでい　健児
　　　　さぐりだい　探り題　　　　　　　　　ごつい　（形）　　　　　　　こんし．こんでい　紺紙金泥
　　　　　たるだい　樽代　　　　　　　　　　せつい　（形）　　　　　　　　　しんてい　心底
　　　　　　うだい　露台　　　　　　　　　うっっい　美い　　　』　　　　うしんてい　有心体
　　　　　くわたい　過怠　　　　　　　　　しっっい　失墜　　　　　　　　　むしんてい　無心体
　　　　　くんたい　桔帯　　　　　　しゃうめつめつい　生滅滅已　　　　　　　　なんてい　南庭
　　　　　ぐんだい　郡代　　　　　　　　　　　てい　丁　　　　　　　　　　めんてい　面体
　　　　　けんだい見台　　　　　てい体　　　　　ぬくとい温とい
　　　　　けんだい兼題　　　　　　　　てい亭（名）　　　　　　おとどい（名）
　　　いうげんたい幽玄体　　　　　　　一てい亭（接尾）　　　　　　ひどい（連体）
　　　　　さんたい三台　　　　　一てい底　　　　 よっぴとい夜っ一夜
　　　　　さんたい　三体　　　　　　　　　　　でい　泥　　　　　　　　　　　のぶとい　野太い
　　　　　さんだい　三代　　　　　　　　　　いてい　異体　　　　　　　　　あまどい　雨桐油
　　　　　さんだい　参内　　　　　　　　　せいてい　正丁　　　　　　　　　　きょとい（形）
　　　　　しんたい　真諦　　　　　　　　　　たいてい　大抵　　　　　　　　　　　しんどい　（形）
　　　　　じんたい　人体　　　　　　　　　　てうてい　朝廷　　　　　　　　　　　　ない　（感）
　　　　　しんだい　身代　　　　　　　　　ふうてい　風体　　　　　　　　　　　一ない　（接尾）
　　　　　しんだい　進退　　　　　　　　しゃうてい　正丁　　　　　　　　　　あない　案内
　　　　　じんだい　神代　　　　　　じゃうちゅうてい　常住体　　　　　　　くるしうない　苦しうない
　　　　こじんたい　御人体　　　　　　　　　ようてい　庸丁　　　　　　　　きょくがない　曲がない
　　　　　せんだい　先帝　　　　　　　　りょうてい　龍蹄　　　　　　　　わけがない　訳がない
　　　　　せんだい　闇提　　　　　　　　　　りうてい　流悌　　　　　　　　　　しがない　（形）
　　　　　ぜんだい　前代　　　　　　　　いかてい　如何体　　　　　　　かたがない　（連語）
　　　　　たんだい　探題　　　　　　　　　にくてい　憎体　　　　　　　　いくちがない　意気地が無い
　きうしうたんだい　九州探題　　　　　　　　こてい　五帝　　　　　　　　　つがない　図がない
　　りゃうたんだい　両探題　　　　　　　　　　こてい　御亭　　　　　　　　はうつがない　方図が無い
7　　　　ものがない　（連語）　　　　　　ほこしもない　（連謝　　　　　　　　　　　ばい　唄
　　　　　　きない　畿内　　　　　　　らっしもない　璃次もない　　　　　　さいはい采配
　　　　　ごきない　五畿内　　　　　らっしくちもない　薦次くちも　　　　　　たいはい　帯偏
　　　　　しきない　式内　　　　　　　　　　　　　　　　　ない　　　　にょらいばい　如来唄
　　　　　てきない　（形）　　　　　　　らちくちもない　埠くちもない　　　　　　　　うばい　鳥梅
　　　　　　くない　宮内　　　　　　てんこちもない　天骨もない　　　　　　　うばい　優婆夷
　　　　　かくない　角内　　　　　　　　らっちもない　（連語）　　　　　　　　かうはい　向拝
　　　　みたくない　見たくない　　　　　らちもない埼もない　　　　　　きうはい九拝
　　　　　べくない　可内　　　　　　　　　一でもない　（連語）　　　　　　　　こうばい　勾配
　　　あたじけない　（形）　　　　　　なかなかでもない　（連語）　　　　　　　　　こうばい　紅梅
　　　むげつけない　（形）　　　　　　　さしてもない　（連語）　　　　　　うすこうばい　薄紅梅
　　　おほづけない　大づけない　　　　　とでもない　（形）　　　　　　　　　てうはい　朝拝
　　　　　　こない　（形動）　　　　　　おんでもない　（連語）　　　　　　　こでうはい　小朝拝
　　　　　をさない　幼児　　　　　　あてこともない　当て言も無い　　　　　しはうはい　四方拝
　　　　だいじない　大事ない　　　　　　にべもない　．漂膠も無い　　　　　　ほうばい　朋輩
　　あきれもしない　呆れもしない　　つきもしほもない　付きも機も　　　　　　しゃうばい　商売
　　あんまりしない　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　無い　　　いとしゃうばい　糸商売
　　　　　　すない一少　　　　ほっこしゅもない（連語）　　　　　ちゃうはい停廃
　　　　　　そない　（形動）　　　　ぼっ．こしゅもない　（連語）　　　　　　　くわうはい光背
　　　　つひそない　（連語）　　　　　ほこしゅもない　（連語）　　　　　あうしゅくばい　鶯宿梅
　　　　　あだない　（形）　　　　　　けんにょもない　（連語）　　　　　　　ぎょくはい　玉侃
　　　うそぎたない　うそ汚ない　　　　　けんよもない　（連語）　　　　　　しゃちらごはい　（形）
　　うしろぎたない　後ろ汚ない　　にべも　　　　　　源膠もしゃ　　　　　　　さはい　差配
　　　　　したない　下内　　　　　しゃしゃりもない　しゃりも無い　　　　　　ざはい座配
　　　でっかちない　（形）　　　　　　　　あられもない　（連語）　　　　　　　　　としばい　年輩
　　　　むげちない　（形）　　　　ありのはひ　　　　蟻の這ひ出る　　　　　　いちばい　一倍
　　　　　　つない　図無い　　　　でるところもない　ところもない　　　　しにいちぱい死に一倍
　　　　　ずつない　術無し、　　　　　　おちゃない　落ちゃない　　　　　　いっぱい一杯
　　　たいせっない　大切ない　　　　　　　あらない　（連語）　　　　　しちりけっぱい　七里けっぱい
　　　　　そでない　（連語）　　　　　　　うまらない　（連語）　　　　　　　一こっぱい　（接尾）
　　　　　　どない　（形動）　　　　　　はじまらない　始まらない　　　　　　ざっぱい雑俳
　　　　　ことない　殊ない　　　　　　　　　おりない　（連語）　　　　　　　　たっぱい　答拝
　　しっζしのない　尻腰の無い　　　　　　　あんない　案内　　　　　　　　　とっばい　頭盛
　　　　うそはない　嘘はない　　　　　　　　ぐんない　郡内　　　　　　　かうがいのはい　抗淫の杯
　　　いふではない　言ふではない　　　　　　さんない　山内　　　　　　　　たふのはい　答の拝
　　　　　　ふない　府内　　　　　　　　　ざんない　葱無い　　　　　　あうむのはい鵠鵡の杯
　　　　　ごふない　御府内　　　　　　　　おざんない　（連語）　　　　　めんかうふはい　面向不背
　　　　　おへない　（形）　　　　　　　　　しんない　新内　　　　　　　　かんろばい　甘露梅
　　　　　すまない　（連語）　　　　　　　　だんない　（形）　　　　　　　　　あんばい　塩梅
　　　　　もみない　（形）　　　　　　　　　　でんない　（形）　　　　　　　　　　えんぱい　塩梅
　　　　一そむない　（接尾）　　　　　　　　ぷんない　分内　　　　　　　　　　ぐんぱい　軍配
　　　　一とむない　（連語）　　　　　　　へんない　変ない　　　　　　　けんぱい献拝
　　　　みとむない　（形）　　　　　　　　　　　ふねい　不按　　　　　　　　　　さんぱい　三拝
　　　　　もむない　（形）　　　　　　　　　　あんねい　安寧　　　　　　　　　　しんぱい　神拝
　　　　げいもない　芸もない　　　　　　くまのい熊の胆　　　　　　　せんぱい千倍
　　やくたいもない　益体も無・　　　　　　くものい　蜘蛛の網　　　うでな　　　　　　腕無しのふ
　　とひゃうもない　（連語）　　　　　　　おひものい　追ひ物射　　　　しのふりづんばい　　りづんばい
　　　　つがもない　（形）　　　　　　　　　おんものい　追物射　　　　　　　　　てんばい　天杯
　　　とっけもない　（形）　　　　　　　　　　　はい　拝　　　　　　　　　　へんばい　反陪
　　　わっけもないわっけも無い　　　一はい杯　　　　　ぼんばい｝梵唄
とっぴゃうしもない　突拍子もない　　　　　　　　ばい　枚　　　　　　　　　　れんぱい　連俳
8　　　　　ふい　布衣　　　　　　　　さるがくまい　猿楽米　　　　　　　　　りんめい　論命
　　　　　ぷい　無異　　　　　　　かふりょくまい　合力米　　　　　きしょくがおもい　気色が重い
　　　ふいふい　（副）　　　　　　　　　ござまい　五三昧　　　　　　　　』一やい　（終助）
　　　ぷいぶい　（副）　　　　　　　　　　せまい　施米　　　　　　　　　　　一やい　（終助）
　　　　きぷい　生ぷい　　　　　　　　　いちまい　一枚　　　　　　　　　　かいやい　（感）
　　　　　まぶい　（形）　　　　　　　　ふちまい　扶持米　　　　　　　　やいやい　（感）
　　　　　へい　丙　　　　　　　　　　　うはまい　上米　　　　　　　　　一わいやい　（連語）
　　　　　へい　塀　　　．　　　　　　　ぷまい　夫米　　　　　　　　　　ひやい　（形動）
　　　　　へい　幣　　　　　　　　　てんしゅまい　天守米　　　　　　　　　　しゆい　思惟
　　　　　一べい　（助動　　　　　　　　　くらまい　蔵米　　　　　　　　　　　　よい　夜寝
　　　たいへい　太平　　　　　　　　　　’いりまい　入り米　　　　　きれはなれがよい　切れ離れが
　　　　れい紬・例幣　　　　　　　　きりまい　切り米　　　　　　　　　　　　　　よい
　　　そうへい　僧兵　　　　　　　はるぎりまい　春切り米　　　　　　　　ぎょい　御衣
　くわんとうべい　関東べい　　　　　　　さんまい　三枚　　　　　　　　　　ぎょい御意
　　　ほうへい　奉幣　　　　　　　　　さんまい　三昧　　　　　こんりょうのぎょい　衰龍の御衣
　　　しゃうへい　唱平　　　　　　　　　さんまい　散米　　　　　　　ちょいちょい　（感）
　　　　一かべい．（連語）　　　　　　　　一ざんまい　三昧　　　　　　　　　　　っよい　強い
　　　　ぎへい　義兵　　　　じや　　　　　　　　　　　　　　　ぎようぎつよい　行儀強い
　　　　こくへい　国幣　　　　　　うぎゃうざんまい　常行三昧　　　　　　　むしつよい　虫強い
　　　　さくべい　索餅　　　　　　　　すきざんまい　好き三昧　　　　　　　　　にょい　如意
　　　とくべい　徳平　　　　　　　ほっけざんまい　法華三昧　　　　　　　　ふにょい　不如意
　　　　　ごへい　御幣　　　　　　　　すねざんまい　騰三昧　　　　　　　　　さいらい　再来
いっしゅいっぺい　一種一瓶　　　　　はものざんまい　刃物三昧　　　　　　しゃばいらい　娑婆以来
　　　　しっぺい　竹箆　　　　　　　　　　せんまい　撰米　　　　　　　　　　かうらい　高麗
　　　　しっぺい　執柄　　　　　　　　　ぶんまい　分米　　　　　　　　　たうらい　当来
　　　　ちっぺい　（名）　　　　　　　　　さむい　寒い　　　　　　　　　たうらい　到来
　　　てっぺい　（名）　　　　　　　　　　　めい　命　　　　　　　　　　　ふうらい　風来
　　　ちょっぺい（名）　　　　　　　　　　めい　銘　　　　　　　　　ほうらい　蓬莱
　　しかどのへい　四箇度の幣　　　　　　　けいめい　（名）　　　　　　　　　きゃうらい　敬礼
　　とっかへべい　取っ替ヘベい　　　　　　けいめい　敬命　　　　　　そみんしゃうらい　蘇民将来
　　　　ねりべい　練り塀　　　　　　　　けいめい　鶏鳴　　　　　　　　ちゃうらい　頂礼
　　　あんべい　安平　　　　　　　　　せいめい　清明　　　　　　きめうちゃうらい　奇妙頂礼
　　　けんぺい』権柄　　　　　　　　　めいめい一（接頭）　　　きみゃうちゃうらい　帰命頂礼
　　　　はんべい　藩屏　　　　　　　　そうめい　聡明　　　　なむき
　　　くわんぺい　官幣　　　　　　　　　やうめい　揚名　　　　　　みゃうちゃうらい　南無帰命頂礼
　　　　　ほい　布衣　　　　　　　　　しゃうめい　正銘　　　　　　　　　しょうらい　松籟・
　　　　　ほい　本意　　　　　　　　　　ようめい　容面　　　　　　　　　　わうらい　往来
　　　　おほい二大　　　　　　　　かめい佳名　　　 しゃうばいわうらい商売往来
　　　　おほい一正　　　　　　　　　　いかめい　厳めい　　　　　　　　　　えらい　（形）
　　いとしぽい　（形）　　　　　　　　　　きめい　貴命　　　　　　　　　さんきらい　山帰来
　　　しろっぽい　白っぽい　　　　　　じゃくめい　若命　　　　　　　　きゃくらい　客来
　　　　　一まい　（助動）　　　　　　　ちょくめい　勅命　　　　　　　　びゃくらい　白癩
　　　　　三まい　枚　　　　　　　　　　ちめい　知命　　　　　　　　　　けらい　家礼
　　　　　うまい　熟寝　　　　　　　　　かつめい　渇命　　　　　　　　　しちらい　失礼
　　だいたうまい　大唐米　　　　　　　　はつめい　発明　　　　　　　　　しつらい　失礼
　　　じゃうまい　城米　　　　　　　　　　びめい　未明　　　　　　　　　しふらい　習礼
　　　　らうまい　穣米　　　　　あんじんりふめい　安心立命　　　　　　　　みらい　未来
　ひゃうらうまい　兵糧米　　　　そくさいえんめい　息災延命　　　　　　じんみらい　尽未来
　　　かがまい　加賀米　　　　　いっしょけんめい　一所懸命　　　　　　　ちんみらい　塵未来
　　　　ときまい　斎米．　　　　　しくわんけんめい　仕官懸命　　　　　　　　むらい　無礼
　　　　　くまい　供米　　　　　　　　　しんめい　神明　　　　　　　　　　やらい　矢来
9　　　　　じゃらい　射礼　　　　　　　　　　いれい　異例　　　　　　　　きっくわい　奇怪
　　てうせんやらい　朝鮮矢来　　　　　　　　いうれい　幽霊　　　　　　　しゅっくわい　述懐
　　　　　しゅらい　集礼　　　　　　　こんがうれい　金剛鈴　　　　　　　たてぐわい　立て会
　　　　　しゅらい　修礼　　　　　　　　　どうれい　同隷　　　　　　　　　ふくわい　不会
　　　　　じゅらい　入来　　　　　　　　　　ばうれい　亡霊　　　　　　　　　しょくわい　初会
　　　　　にょらい　如来　　　　　　　　　　　かれい　家令　　　　　　　　りょくわい　旅懐
　　たほうにょらい　多宝如来　　　　　　　　かれい　佳麗　　　　　　　　りょぐわい　慮外
ほうじゃうにょらい　宝生如来　　　　　　　　　かれい　嘉例　　　　　　　　こんくわい　（感）
　くしゃうにょらい　九生如来　　　　　　　　きれい　綺麗　　　　　　　　さんくわい　三椀
るりくわうにょらい　瑠璃光如来　　　　　　　えきれい　駅鈴　　　　　　　　さんくわい　参会
　てんわうにょらい　天王如来　　　　　　　えきれい　疫湾　　　　　　　　にんくわい　任視
　　しゃかにょらい　釈迦如来　　　　　　　こぎれい　小綺麗　　　　　　　にんぐわい　人外
　　　いきにょらい　生き如来　　　　　　　しきれい　式礼　　　　　　　　ぷんぐわい　分外
　　やくしにょらい　薬師如来　　　　　　　はくれい　塊霊　　　　　　　　ゐんぐわい　員外
　　あみだにょらい　阿弥陀如来　　　　　　ほくれい　北嶺　　　　　　　　　　ぷゑい　武衛
　だいにちにょらい　大日如来　　　　　　　やくれい　薬礼　　　　　　　　しんゑい　親衛
しゃかむににょらい　釈迦牟尼如来　　　　　　きちれい　吉例　　　　　　　　　　こんい　衰衣
　　こちのにょらい　五智の如来　　　　　しょさつれい　書札礼　　　　　　　　　しんい　暎悉
　いったうさんらい　一刀三礼　　　　　　　　かどれい　門礼　　　　　　　　　こてんい　御殿医
　　いちじさんらい　一字三礼　　　　　　　かねのれい　鉄漿の礼
　さんごくでんらい　三国伝来　　　　　　　　　ふれい　不例
　　　　　けなりい　（形）　　　　　　　　　　　しょれい　諸礼
　　　　　　　るい　諌　　　　　　　おてをあげられい　お手を上げ
　　　　　　　るい　類　　　　　　　　　　　　　　　　　　られい
　　　　　　いるい　異類　　　　　　　　　　ゐれい　違例
　　　　　ぞうるい　族類　　　　　　　　　　しんれい　神霊
　　　　しゃうるい　生類　　　　　　　　しんれい　振鈴
　　　　じゅうるい　従類　　　　　　　　　へんれい　返礼
　あしもとがかるい　足元が軽い　　　　　　じゅんれい　巡礼
　　　　　　きるい　着類　　　　　さいこくじゅんれい　西国巡礼
　　あたしたたるい　あた舌たるい　さんたふじゅんれい　三塔巡礼
　　　おかったるい　（形）　　　　　　　　　くわんれい　管領
　　　しゃまだるい　（形）　　　　　　　　おもくろい　面黒い
　　　　　　ちるい　地類　　　　　　　　　　しろい　白い
　　　　　いちるい　一類　　　　　　　いせおしろい　伊勢白粉・
　　　ごじふにるい　五十二類　　　　　　　　とろい　（形）
　　　　　　ひるい　悲涙　　　　　　　　うすのろい　（形）
　　　　　ぢょるい女類　　　　　　 ひろい一従
　　　　　　るるい　累類　　　　　　　　　　はもろい　歯脆い
　　　　　　わるい　悪い　　　　　　　　　ちょろい　（形）
　　けたいがわるい　怪体が悪い　　　　　　　一わい　（終助）
　きしょくがわるい　気色が悪い　　　　　　　かいわい　界隈
　　　つけがわるい　付けが悪い　　　　　　あくわい　亜椀
　　さうばがわるい　相場が悪い　　　　　　けいくわい　計会
　　　　ふがわるい　符が悪い　　　　　　　へいぐわい　平懐
　　　こんがわるい　献が悪い　　　　　　　こうくわい　後会
　　いぢくねわるい　意地くね悪い　　　　　はうぐわい　方外
　　　　　ぐんるい　群類　　　　　　　　じゃうぐわい　城外
　　　　　しんるい　親類　　　　　　　　・　　きくわい　奇怪
　　　　　　　れい　例　　　　　　　　　らくぐわい　洛外
　　　　　　　れい　鈴　　　　　　　　　そくわい　素懐
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がう　郷　　　　　　　　　ぞくがう　辱号
　　　　うあかう阿衡あんそくかう安息香　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかう　明かう　　　　　　　　もくかう　木瓜
　　　　　　う　（感）　　　　　　　　　　いかう　衣桁　　　　　　　　　　もくかう　木香
　　　　　　う　卯　　　　　　　　　　いかう　已講　　　　　　　だいもくかう　題目講
　　　　　う　羽　　　　　　　　　　　いかう　（副）　　　　　いほりにもくかう　庵に木瓜
　　　　　う　居　　　　　　　　　　　ざいがう　在郷　　　　　　　　　びゃくがう　白毫
　　　　　う　得（動）　　　　　　　せいがう　精好　　　　　みけんのびゃくがう　眉間の白毫
　　　　　一う　得（接尾）　　　　　　　たいかう　大行　　　　　　　　　　　げかう　下向
　　　　　う憂　　　　　だいがう大剛　　　 じゃうげかう上下向
　　　　　一う　（助動）　　　　　　だいだいかう　太太講　　　　　　　　　かけがう　掛け香
　　　よあう　余秩　　　　　　　　ぽだいかう　菩提講　　　　　　　　すけがう　助郷
　　　ゑんあう　鴛鴛　　　　　　　　ついかう　追考　　　　　　　まゐりげかう　参り下向
　　　　いう　優　　・　　　　　　ついがう　追号　　　　　　　　　　こかう　五更
　　　　じいう　自由　　　　　　　　　ふいがう　篇　　　　　　　　　　　こかう　五香
　　　ぎょいう　御遊　　　　　　　　おめいかう　御命講　　　　　　　　　　こかう　御幸
　　ねんいう　念友　　　　　　　　　らいがう　来迎　　　　　　　　　　しかう　四更
　　くわんいう　寛宥　　　　　　　　こらいがう　御来迎　　　　　　　　　じかう　侍講
　　　　　うう　植う　　　　　さんぞんらいがう　三尊来迎　　　　　　　　じがう　寺号
　　　　　うう　畿う　　　　　　　　ぶれいかう　無礼講　　　　　　　　たいしかう　太子講
　　　ちゅうう　中有　　　　　　　　かうかう　斯う斯う　　　　　　だいしかう　大師講
　　めいえう　（形動）　　　　　　　　かうかう　皓皓　　　　　　　　ちゃうじかう　丁子香
　　　えうえう　天天　　　　　　　　がうがう　激吸　　　　　　　　やくしかう　薬師講
　　せうえう　遭遙　　　　　　　　さうがう　相好　　　　　　　　ふじかう　富士講
かはせうえう　川造遙　　　　　　　ぢざうかう　地蔵講　　　　　　たのもしかう　頼母子講
むげんはうえう　夢幻泡影　　　　　　　　そうがう　僧綱　　　　　　　　　げんじかう　源氏香
　　　　ええう栄耀　　　　　　　　そうがう　総髪　　　　　　てひかずかう　手引かず膏
　　　かえう　歌謡　　　　　　　　　やうがう　影向　　　　　　　　えびすかう　恵比須講
　　　　くえう　九曜　　　　　　　　ぎゃうがう　行幸　　　　　　　　　いせかう　伊勢講
　　すくえう　宿曜　　　　　　　　ぎゃうがう　行香　　　　　　　　　　そかう　蘇香
　　　ばくえう　博突　　　　てう　　　　　　　　　　　　　　　　　やかたがう　屋形号
　　しゅくえう宿曜　　　　　きんのぎゃうかう　朝観の行幸　　　　　あみだかう　阿弥陀講
　　　ろくえう　六曜　　　　　　　　　じゃうかう　上綱　　　　　　　　　あみだがう　阿弥陀号
　　　ざつえう　雑篠　　　　　　　　　じゃうかう　常香　　　　　　　　ちかうちかう　近う近う
　　　ざふえう　雑樒　　　　　しゃうじゃうかう　狸狸講　　　　　　　　きちかう　桔梗
　　　ほふえう　法要　　　　　　さんじゃうかう　山上講　　　　　　　せんにちかう　千日講
しかのほふえう　四箇の法要　　　　　みゃうがう　名号　　　　　　　　　　つかう　頭香
　　　めんえう　面妖　　　　　　　　みゃうがう　名香　　　　　　　　　いっかう　一向
　　うさいおう　干思翁　　　　ろくじのみゃうがう　六字の名号　　　　　　かっかう　恰好
しじんさうおう　四神相応　　　　　　　しょうがう　称号　　　　　　　　　　かっがう　渇仰
　　きゃうおう　饗応　　　　　　　さいしょうかう　最勝講　　　　　　　　　しっかう　膝行
　　みゃうおう　冥応　　　　　　　ふえき．りうかう　不易流行　　　　　　さんじっかう　三十講
　　　いやおう　否応　　　　　　　　くぬえかう　薫衣香　　　　　　はくせつかう　白雪樵
　　　かんおう　感応　　　　　　　　くのえかう　薫衣香　　　　　　　　　はっかう　八講
　　　げんおう　玄翁　　　　　　　　　　おかう　御講　　　　　　　　　はっかう　発向
　　　　かう　（名）　　　　　　　　　あかかう　赤香　　　　　けちえんのはっかう　結縁の八講
　　　　かう　更　　　　　　　　　べかかう　（名）　　　　　　　ねんぷっかう　念仏講
　　　　かう庚　　　　 あべかかう（名）　　　　　まっかう真っ向
　　　　かう　香　　　　　　　　　めかかう　（名）　　　　　　　　　まっかう　抹香
　　　　かう　講　　　　　　　　　りんきかう　倍気講　　　　　　　　まっかう　抹額
　　　　かう　斯う　　　　　　　だいこくか．う　大黒講　　　　　　　　　めっかう　（名）
］1
　　　　　うでかう　腕香　　　　　　　　さんかう　三更　　　　　　　　　ごくう　御供
　　　　　とかう　（副）　　　　　　　　さんがう　三綱　　　　　　　ひとみごくう　人身御供
　　　　いとかう　（連語）　　　　　　　　さんがう　山号　　　　　　しきそくぜくう　色即是空
　　　おめながう　お目長う　　　おほさかさんがう　大坂三郷　　　　　・じ・ゆっくう　（形動）
　　　　　にかう　二更　　　　　　　　　しんかう　神幸　　　　　　　　　　どくう　土公
　　　　　はかう　八講　　　　　　　　　　しんかう　深更　　　　　　　　　あんぐう　行宮
　　　いまはかう　今はかう　　　　　　　しんがう　信仰　　　　　　　　　さんぐう　三宮
　　　　　　ひかう　披講　　　　　　　しょしんかう　初心講　　　　　　じゅさんぐう　准三宮
　　　　えびかう　裏衣香　　　　　　　　せんかう　先考　　　　　　　だいじんぐう　大神宮
　　　　かひかう　貝香　　　　　　　　せんかう　浅香　　　　にしょだいじんぐう　二所大神宮
　　　　うたひかう　謡講　　　　　　　　　せんかう　遷幸　　　　　　　　せんぐう　遷宮
　　　　かふかう　甲香　　　　　　　　せんかう　潜幸　　　　　　　こせんぐう　御遷宮
　　　そがふかう　蘇合香　　　　　　　　　そんがう　尊号　　　　　　　　　　とんぐう　頓宮
　　　　ほふがう　法号　　　　　　　　ふだんかう　不断香　　　　しゃうはちまんぐう　正八幡宮
　　　むかへかう　迎へ講　　　　　　　　ちんかう　沈香　　　　．　　　　　けう　仮有
　　　　ゆいまかう　維摩講　　　　　　　とうちんかう　透頂香　　　　　　　　　　　けう　希有
　　　　　むかう　向かう　　　　　　　　　てんがう　（名）　　　　　　　　　　　けう　孝
　　　おほむかう　大向かう　　　　　　くちてんがう　口てんがう　　　　　　あいげう　愛楽
　　　　　もかう　抹額　　　　　　　　みちてんがう　道てんがう　　　　　　　ないけう　内教
　　　　　もかう　帽額　　　　　　　　ほでてんがう　（名）　　　　　　　　　ゆいけう　遺教
　　　われもかう　（名）　　　　　　　しにてんがう　死にてんがう　　　　　きうゆう　九籔
　　　　　じゃかう　爵香　　　　　いなりまんねんかう　稲荷万年講　　　　　　　だうけう　道教
　　ぎゃうじゃかう　行者講　　　　　　　　ねはんかう　浬薬講　　　　　　　　しゃうげう　聖教
　　　　じしゅかう　十種香　　　　　　　　ほんがう　本郷　　　　　　　　　くけう　九籔
　　　じっしゅかう　十種香　　　　　　　　　めんかう　面向　　　　　　　　しゃくけう　釈教
　　　　　しょかう　初更　　　　　　　　　りんかう　臨幸　　　　　　　　　　けげう　化教
　　めいしょかう　名所香　　　　　　　　くわんかう　還幸　　　　　　　　　　ごじけう　五時教
　　　あじゃらかう　あじゃら講　　　　　　ゐんがう　院号　　　　　　　　　じっけう　実教
　　　おくりがう　贈り号　　　　　　　　　ぎう　牛　　　　　　　　ほっけう　法橋
　　　いなりかう　稲荷講　　　　　　　　きうきう　（副）　　　　　　　　みっけう　密教
　　　　ねりかう　煉り香　　　　　　ちゃうきう　長久　　　　　　　　ふけう　不孝
　　　　しゃりかう　舎利講　　　　　　　　ちょうきう　重九　　　　　　　てんしゅけう　天主教
　　　せんりかう　千里膏　　　　　　　　　りうきう　琉球　　　　　　　　　　じょけう　助教
　　　　　さるがう　散楽　　　　　　　　　ふつかきう　二日灸　　　　　　　　　げんけう　顕教
　　　　わるがう　悪がう　　　　　　　　　だきう　打毬　　　　　　　　　けんげう　検校
　　　ぱいくわかう　梅花香　　　　　　　　　りきう　利休　　　　　　いちやけんげう　一夜検校
　　　はくわかう　百和香　　　　　　　　けんぎう　牽牛　　　　　　　　　さんけう　三教
　　　　　ゑかう　回向　　　　　　　　　てんきう　典厩　　　　　　　ししんしんげう　至心信楽
　　　きりゑかう　切り回向　　　　　　すてんきう　（冨の　　　　　　　　　　こう　江
　　はうおんかう　報恩講　　　　　　　　　　くう　功　　　　　　　　　　　　こう　（感）
　　くわんおんかう観音講　　　　　くう空　　　　　　こう公
　　　　きんがう　近郷　　　　　　　　　　　くう　蹴う　　　　　　　　　　　ζう　功
　　いんぎんかう　惑勲講　　　　　　　　　さいぐう　斎宮　　　　　　　　　　　一こう　口
　　めうけんかう妙見講　　　　ないくう内宮　　　　　一こう喉
　　　ふげんかう　普賢講　　　　　　　　　こうぐう　后宮　　　　　　　　　かいζう　戒功
　　　くわげんかう　管絃講　　　　たいくわ　　　　　　　　　　　　　　　　　たいこう　太后
　　くわんげんかう・管絃講　　　　　　うたいこうくう　太皇太后宮　　　　　　　たいこう　退紅
　　　　　こんがう　金剛　　　　　　　　　とうぐう　春宮　　　　　　　くわうたいこう　皇太后
へんぜうこんがう　遍照金剛　　　　　　　ちゅうぐう　中宮　　　　　たいくわうたいζう　太皇太后
　　　はんこんかう　反魂香　　　　　　　　げくう　外宮　　　　　　　　へいこう　閉口
しゃうめんこんがう　青面金剛　　　　　　　　　こくう　虚空　　　　　　　　　　きうこう　旧功
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　　　　こうこう（感〉　　　　　ざう臓　　　しょうぐんぢざう勝軍地蔵
　　　　さうこう　双鉤　　　　　　　　　　」ざう　候（助勤）　　　　　　　いっさう　一双
　　　　ざうこう　蔵鉤　　　　　　　　　いさう　異相　　　　　　　　　いっさう　一左右
　　　　ほうこう　奉公　　　　　　　　　あいさう　愛想　　　　　　　　　きっさう　吉相
　すべいぼうこう　すべい奉公　　　　　　えいさう　詠草　　　　　　　　　きっさう　気相
　　ねんきぼうこう　年季奉公　　　　　　　　さいざう　才蔵　　　　　　　　　　きっさう　吉左右
　はんきぼうこう　半季奉公　　　　　　　ずいさう　瑞相　　　　　　　　　　じっさう　実相
　　　ぷほうこう　不奉公　　　　　　　　せいさう　星霜　　　　　　しょほふじっさう　諸法実相
　つかみぼうこう　掴み奉公　　　　　　　たいざう　胎蔵　　　　　　　　　はっさう　八相
　でいりぼうこう　出入り奉公　　　　　　　　うさう　有相　　　　　　　　　ぷっさう　物騒
　わたりぼうこう　渡り奉公　　　　　　かうさう　高相　　　　　　　　ほっさう　法相
かたいれぼうこう　肩入れ奉公　　みけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めっさう　滅相
　　　きゃうこう　向後　　　　　んびゃくがうさう　眉間白毫相　　　　　　もっさう　物相
　　　しゃうこう　相公　　　　　　　　こくうざう　虚空蔵　　　　　　　　りつざう　律蔵
　　　じゃうこう　成功　　・　　　ごだいこくうざう　五大虚空蔵　　　　　　　一てさう　て候
　　　くわうこう　皇后　　　　　　　　　　けうさう　教相　　　　　　　　　やまとさう　大和相
　　　　　おごう　お御　　　　　　　　　けうそう　（名）　　　　　　さんじふにさう　三十二相
　　　　　きこう　貴公　　　　　　　　　　しうざう　修造　　　　　　　　　　　ねざう　年星
　　　　　ここう　虎口　　　　　　　　　はうさう　方相　　　　　　　にんがのさう　人我の相
　　　　　ここう　股肱　　　　　　　　　はうさう　庖瘡　　　　　　　　がまのさう9降魔の相
　　　　　しこう　伺候　　　　　　　　　ふうさう　風騒　　　　　　　　　しんのざう　心の臓
　　　じふはちこう　十八公　　　　　　　　ほうざう　宝蔵　　　　　　　　じんのざう　腎の臓
　　　　けっこう　結構　　　　　　　　　まうざう　妄想　　　　　　　　　それはさう　（連語）
　　　　　にこう　尼公　　　　　　　　ぎゃうさう　行粧　　　　　　　　　　ひさう　非想
　　　　　ぷこう　不功　　　　　　　　きゃうざう　経蔵　　　　　　　　　　ひさう　秘蔵
　　　　　ぷこう　武功　　　　　　　　　しゃうさう　将曹　　　　　　　　　　　びさう　美相
　　　　ざふこう　雑口　　　　　　　　しゃうざう　正像　　　　　　　　　　ひざう　非常
　　　にじふごう　二十五有　　　　　　　ぢゃうさう　定相　　　　　　　　　　げびざう　下卑蔵・
　　　　じゅこう　准后　　　　　　　　ろうさう　緑杉　　　　　　　　　ふさう　扶桑
　　　　しょこう　諸侯　　　　　　　　　　おざう　御草　　　　　　　　　　　ぷさう　無双
さんびゃくしょこう　三百諸侯　　　　　　　　ぎさう　擬生　　　　　　　　　はふさう　法曹
　　　　　りこう　利日　　　　　　　　　　ぐさう　具相　　　　　　　　　ほふざう　法蔵
　　　くちりこう　口利口　　　　　　　　あくさう　悪相　　　　　　　　　おほざう　（形動）
　　　　　わこう　倭冠　　　　　　　　　　けさう　化粧　　　　　　　　　　みさう　御荘
　　　　さんこう　三公　　　　　　　　　　けさう　懸想　　　　　　　　　　むさう　無相
　　　　さんζう　三后　　　　　　　　　　げさう　外相　　　　　　　　　　むさう　無想・
　　　　さんこう　参候　　　　　　　こころげさう　心仮粧　　　　　　　　　むさう　夢相
　　じゅさんごう　准三后　　　　　　　　　ごさう　五相　　　　　　　　　　むさう　夢想
　　　　じんこう　人口　　　　　　　　　　ござう　五臓　　　　　　　　　　むさう　無双
　　　　たんこう　単鉤　　　　　　　あいさうこさう　愛想小想　　　　　　　　　むざう　無意
　　　　ゑんこう　猿猴．　　　　　　　　　　ささう　（感）　　　　　　　うざうむざう　有象無象
　　　　　　さう　姓　　　　　　　　　　　しさう　四三　　’　　　　むねんむさう　無念無想
　　　　　　さう　草　　　　　　　　　　　　しさう　四相　　　　　　　　　　まめざう　豆蔵
　　　　　　さう　荘　　　　　　　　　　しさう　芝草　　　　　　　　　　やざう　弥蔵
　　　　　　さう　相　　　　　　　　　　さんぜさう　三世相　　　　　　　　　しゅざう　修造
　　　　　　さう　笙　　　　　　　　　　　そさう　粗相　　　　　　　　　おりさう　（動）
　　　　　　さう　喪　　　　　　　　　　かたざう　堅蔵　　　　　　　　　くわざう・直草
　　　　　　さう　箏　　　　　　　　　　　ぢざう　地蔵　　　　　　　　　いんさう　印相
　　　　　　さう　左右　　　　　　　　　　きちざう　吉蔵　　　　　　　　　　かんざう　甘草
　　　　　　さう　候（補動）　　　　　　ろくぢざう　六地蔵　　　　　　　　　きんさう　金瘡
　　　　　一さう　候（助動）　　　　　つじぢざう　辻地蔵　　　　　　　　げんさう　幻想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　　げんざう　見参　　　　　　　　　はらをすう　腹を据う　　　　　　　　ゐぎそう　威儀僧
　　　　さんさう　三草　　　　　　　　　　せう　小　　　　　　　　　だんぎそう　談義僧
　　　さんざう　山荘　　　　　　　　　　　せう　抄（名）　　　　　　　　　ぐそう　供僧
　　　　さんざう　三蔵　　　　　　　　　　一せう　抄（助数）　　　　　　　ぐそう　愚僧
　　　　しんさう心操　　　　 せう詔　　　　あくそう悪僧
　　　　しんざう　新造　　　　　　　　　　　せう　篇　　　　　　　　　　にくぞう　憎ぞう
ばんとうしん・ざう　番頭新造　　　　　　　　　　せう　・少輔　　　　　　　　　　やくそう　役送
　　　こしんざう　御新造　　　　　　　　　　　せう　兄鷹　　　　　　　　　きゃくそう　客僧
ふりそでしんざう　振袖新造　　　　　　　　　　せう　（連語）　　　　　　　　　けそう　顕証
　　　ねはんざう　浬薬像　　　　　　　　　けいせう　軽少　　　　　　　　　　　げそう　下僧
　　　　へんさう　変相　　　　　　　　　だいせう　大小　　　　　　　　　ふけそう　普化僧
　　　　ほんざう　本草　　　　　　　　　すうぜう　鋼莞　　　　　　　　　ゑげそう　会下僧
　　　めんざう　眠蔵　　　　　　　ちとすうぜう　維兎努莞’　　　ちゃうまっこぞう　長松小僧
　　　　らんざう　乱声　　　　　　　　　せうせう　兼齋　　　　　　　　　　しそう　使僧
　　　　うんざう　論蔵　　　　　　　　　　「せうせう　少少　　　　　　　　　　　　しそう　砥承
　　　くわんざう　萱草　　　　　　　　　　ぼくせう　乏少　　　　　　　　　　　ずそう　従僧
　　　　　　しう　し得　　　　　　　　　　けせう　顕証　　　　　　　　　　せそう　施僧
　　　どうしう　同臭　　　　　　　　　　いっせう　一笑　　　　　　　　　　ちそう　馳走
　　　ちゃうしう　長袖　　　　　　　　　　　ふせう　不省　　　　　　　　　いちぞう　一族
　　　ちゅうしう　仲秋　　　　　　　　　　一ませう　（連語）　　　　　　　　ごちそう　御持僧
　　　　ほくしう　北州　　　　　　　’ねんげみせう　鈷華微笑　　　　　　　　しちそう　七僧
　　　　　けしう　異しう　　　　　　　　えんせう　焔硝　　　　　　　　　がっそう　合総
　　　　げしう　（副）　　　　　　　　　　さんせう　三焦　　　　　　　　　　しっそう　執奏
　　　　まさしう　正しう　　　　　コロリさんせう　コロリ山椒　　　　　　りっそう　律僧
　くわんはっしう　関八州　　　　こ乙までおいで　　　此処までおい　　　　　　とそう　斜撤
　　　　ふしう　俘囚　　　　　　あまざけしんぜう　で甘酒進ぜう　　　　　　ひとぞう　一族
　　　かふしう　甲州　　　　　くわう　　　　　　　　　　　　　　　ぎかいのそう　擬階の奏
　　　やましう　山州　　　　　　みゃうへんぜう　光明遍照　　　　　　くずのそう　国栖の奏
　　　　やしう　野衆　　　　　　　　　　　そう　証　　　　　　　　　すずのそう　鈴の奏
　しひゃくよしづ　四百余州　　　　　　　　　　そう　僧　　　　　　　　にはたちのそう　庭立の奏
　ろくじふよしう　六十余州　　　　　　　　　　ぞう　族　　　　　　　　　　いてのそう　射手の奏
　　　　うしう　呂州　　　　　　　　　　　　ぞう　判官　　　　　　　　　ゑふのぞう　衛府あ尉
　　　いうしう　色州　　　　　　　　　　　ぞう一贈　　　　　　　　　よゐのそう　夜居の僧
　　　　きんしう　錦州　　　　　　　　　　せいそう　清僧　　　　　　　ひゃうゑのぞう　兵衛の尉
　　　ゑんしう　遠州　　　　　　　　　たいそう　太籏　　　　　　　げにんのそう　外任の奏
　　　　　すう　据う　　　　　　　　　たいそう　大層　　　　　　　　さんばそう　三藩隻
　　　たいすう　大数　　　　　　　　　だいそう　代僧　　　　　　　さぷらひそう　侍僧
　　　っいすう　突い据う　　　　　　ごたいそう　御大層　　　　　　　　てふそう　牒送
　　　ついすう　つい据う　　　　　　　ついそう　追従　　　　　　　ぷっぽふそう　仏法僧
　　　かきすう　昇き据う　　　　　さんまいそう　三昧僧　　　　　　　　おほぞう　（形動）
　　　つきすう　突き据う　　　　　　いうそう　遊僧　　　　　　　　　みぞう　御族
　　　　ひきすう　引き据う　　　　　　　さうそう　葬送　　　　　　　　　　みぞう　未曾有
　　　れきすう　暦数　　　　　　　　そうそう　忽忽　　　　　　　　こむそう　虚無僧
　　　あげすう　上げ据う　　　　　　　そうそう　総総　　　　　　　　　こもそう　虚無僧
　　　　うけすう　浮け据う　　　　　　しゃうそう　請僧　　　　　　　　　やそう　野僧
　　　　　しすう　し据う　　　　　だいみゃうそう　題名僧　　　　　　　　しゃそう　社僧
　　　よびすう　呼び据う　　　　　　ちゅうそう　住僧　　　　　　　　　　ゆそう　遊僧
　　　とりすう　とり据う　　　　　　　　かぞう　加増　　　　　　　　こもりそう　籠り僧
　　　ゆりすう　揺り据う　　　　　　はうかそう　放下僧　　　　　　　　わそう　吾僧
　　　おろすう　（動）　　：　　　　　　　きそう　貴僧’　　　　　　　　けんそう　顕証
　　どうをすう　胴を据う　　　　　　　　ぎそう　議奏　　　　　　　　せけんそう　世間僧
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　　　　ざんそう　議奏　　　　　　　　きゃうだう　経堂　　　　　　　　　ろくだう　六道
　　　　しんそう　進奏　　　　　　　ぎゃうだう　行道　　　　　　　　　けだう　化導
　　　　ぜんそう　禅僧　　　　　　　いぎゃうだう　異行道　　　　　　　　　げだう　外道
　　　　せんぞう　千僧　　　　　　だいぎゃ．う．だう　大行道　　　　　　　ほっけだう　法華堂
　　　　てんそう　伝奏　　　　　　じゃうぎゃうだう　常行堂　　　　　　　　　こたう　古刀
　　りゃうでんそう　両伝奏　　　　みゃうぎゃうだう　明経道　　　　　　　　　ごだう　五道
　　ぷけでんそう　武家伝奏　　　たきぎのぎゃうだう　薪の行道　　　　　　　　　ごだう　悟道
　　　ぷにんそう　無人相　　　　　えんぎゃうだう　縁行道　　　　　　　　　さだう　茶道
　　　　ばんそう　伴僧　　　　　　なんぎゃうだう　難行道　　　　　　　あかざだう　黎堂
　　　　ほんそう　奔走　　　　　　　　　しゃうだう　唱導　　　　　　　　　　　しだう　四道
　　しゃうもんそう　声聞僧　　　　　　　じゃうだう　成道　　　　　　　　　　しだう　祠堂
　　　くわんそう　官奏　　　　はっさうじゃうだう　八相成道　　　　　　やくしだう　薬師堂
　　　　くわんそケ　官僧　　　　　　　ちくしゃうだう　畜生道　　　　　　　　ろくじだう　六時堂
　　　　　　たう　当　　　　　いちぷつじゃうだう　一仏成道　　　　　　　ねんずだう　念調堂
　　　　　　たう党　　　　みゃうだう冥道　　　　せいそだう清暑堂
　　　　　　たう　唐（名）　　　　　おんみゃうだう　陰腸道　　　　　　　あみだだう　阿弥陀堂
　　　　　　たう一唐（接頭）　　　　　　りゃうたう　補榿　　　　　　　　　　ちだう　地道
　　　　　　一たう　（助動）　　　　　　おんやうだう　陰陽道　　　　　　　　　いちだう　一道
　　　　　　だう　堂　　　　　　　　　さんやうだう　山陽道　　　　　　　　　しちだう　七道
　　　　　いたう　（副）　　　　　　　　ちゅうたう　楡盗　　　　　　　　ごきしちだう　五畿七道
　　　　かいだう　海道　　　　　　　　ちゅうだう　中堂　　　　　　　　　いったう　一刀
　　　さいかいだう　西海道　　　　　　　ぎょうだう　凝当　　　　　　　くわけつたう　火血刀
あうしうかいだう　奥州街道　　　　　　しょうたう　松濤　　　　　　　あんけつだう　暗穴道
　かふしうかいだう　甲州街道　　　　　　　らうだう　郎党　　　　　　　　　せったう　節刀
　　　とうかいだう　東海道　　　　　　　わうだう　王道　　　　　　　　　にったう　入唐
にっくわうかいだう　日光街道　　　　　　　わうだう　横道　　　　　　　　　はったう　法堂
　　　ごかいだう　五街道　　　　　　りゅうわうたう　1龍王湯　　　　　　　　ぷっだう　仏道
　　　はまかいだう　浜街道　　　　　　　　　かだう　歌道　　　　　　　　　ぢぶつだう　持仏堂
　　なんかいだう　南海道　　　　　　　　しゃかだう　釈迦堂　　　　　　　ねんぷっだう　念仏堂
　　　　さいたう　西島　　　　　　　　　わかたう　若党　　　　　　　　　べったう　別当
　　　　せいたう　征討　　　　　　　かちわかたう　徒若党　　　けびゐしのべったう　検非違使の
　　　　せいたう　政道　　　　　　　　　　きたう　祈禧　　　　　　　　　　　　　　　　　別当
　　　　だいだう　大道　　　　　　　　　　ぎたう　儀刀　　　　　　うまやのべったう　厩の別当
　　　ごだいだう　五大堂　　　　　　　　がきだう　餓鬼道　　　　　　ゐんのべったう　院の別当
みゃうじたいたう　名字帯刀　　　　　　　じきだう　食堂　　　　　　　にょべったう　女別当
　　　　っいたう　追討　　　　　　　　　もぎだう　没義道　　　　　　　　　もったう　没倒
　　　　はいたう　配当　　　　　　　　　あくだう　悪道　　　　　　　　　　とたう　渡唐
　　　　ほいたう　陪堂　　　　　　　　しあくだう　四悪道　　　　　　　　　ひだう　非道
　　　さんまいだう　三昧堂　　　　　　　さんあくだう　三悪道　　　　　　　　　　びだう　美道
　　　　らいだう　礼堂　　　　　　　　　　がくだう　額堂　　　　　　　　　　あひたう　相当
　　　　えうたう　天桃　　　　　　　　　ごくだう　獄道　　　　　　　　　　ぶたう　舞踏
　　すくえうだう　宿躍道　　　　　　　ぢごくだう　地獄道　　　　　　　　　ぶたう　無道
　　　　かうだう　講堂　　　　　　　　とくだう　得道　　　　　　　　　ふだう　不道
　　　　がうだう　強盗　　　　　　　　　　ほくだう　北堂　　　　　　　　びはえふたう　枇杷葉湯
　　　　こうたう　勾当　　　　　　　　じゃくだう　若道　　　　　あくぎゃくぷだう　悪逆無道
　　　　こうたう　公道　　　　　　　ちゃくたう　着到　　　　　　　てうしふだう　朝集堂
　　　　　さうだう　草堂　　　　　　　にゃくだう　若道　　　　　　　　にふだう　入道
　くわんゐさうたう　官位相当　　　　　　びゃくだう　白道　　　　　だいじゃうにふだう　太政入道
　　　　そうだう　僧堂　　　　　　　にがびゃくだう　二河白道　　　　　みこしにふだう　見越し入道
　　　　とうだう　東堂　　　　　　　　りくだう　六道　　　　　　　わにふだう　我入道
　　　　はうたう　鱒鈍　　　　　　　ほくりくだう　北陸道　　　　　みやうばふだう　明法道
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　　ばんぷぶたう　万夫無当　　　　　　　せんだう　専当　　　　　　　　　けいてう　京兆
　　　　　べたう　別当　　　　　　　なかせんだう　中山道　　　　　　らんけいでう　鴛鏡調
　　　　　ぽだう　母堂　　　　　　　　　ちんたう　陣刀　　　　　　　　　せいてう　青鳥
　　　　　まだう　魔道　　　　　　　　　てんたう　天道　　　　　　　　　はいてう　廃朝
　　　　てまだう　手間だう　　　　　　　きでんだう　紀伝道　　　　　　めいめいてう　命命鳥
　　　　ひまだう　隙だう　　　　　　　　にんだう　人道　　　　　　　　　れいでう　黎蓼
　　　えんまだう　閻魔堂　　　　　　　にょにんだう　女人道　　　　　　　ふかうでう　風香調
　　　　　みだう　御堂　　　　　　　　こんねんだう　古年刀　　　　　　　　　こうてう　後朝
　　　はなみだう　花御堂　　　　　　　　はんだう　半道　　　　　　　　さうでう　双調
　　　　　むだう　無道　　　　　　　あひへんだう　相返答　　　　　　　やうでう　横笛
　　　　　めだう　馬道　　　　　　　ちゃべんたう　茶弁当　　　　　　　きゃうてう　京兆
　　　　きりめだう　切り馬道　　　　　　　ほんだう　本堂　　　　　　　　ひゃうでう　平調
　　　　　ちゃたう　茶湯　　　　　　　　　　ほんだう　本道　　　　　　　　ちゅうでう　中条
　　　　ちゃだう　茶道　　　　　　　　しちめんだう　七面倒　　　　　　　たいしきてう　太食調
　　　はんにゃたう　般若湯　　　　　　　　　りんだう　龍胆　　　　　　　　わうしきてう　黄鐘調
　　　　　しゅだう　衆道　　　　　　　　さうりんたう　相輪楳　　　　　　ばんしきてう　盤渉調
　　わかしゅだう　若衆道　　　　　　　ささりんだう　笹龍胆　　　　　　　　ほくてう　北朝
　　　　　ぎょだう　魚道　　　　　　　　　ゑんたう　遠島　　　　　　　　かんくてう　寒苦鳥
　　　　　しょたう　所当　　　　　　　　　いちう　一宇　　　　　　　　　けてう　怪鳥
　　せいしょだう　清暑堂　　　　　　　　1かっちう　甲冑　　　　　　　　　こてう　後朝
　　　　　にょだう　女道　　　　　　　　　　　にちう　（形動）　　　　　　　　　こてう　五条
　　　かぐらだう　神楽堂　　　　　　　　まちう　待ち得　　　　　　　　してう　翅鳥
　　　　しゅらだう　修羅道　　　　　　　　　もちう　用う　　　　　　　　こ’んじてう　金翅鳥
　　　あしゅらだう　阿修羅道　　　　　　　くわちう　華冑　　　　　　　　　いちでう　一条
　　　　ひかりだう　光堂　　　　　　　　　けんちう　繭紬　　　　　　　　　しちでう　七条
　　　　こもりだう　籠り堂　　　　　　　　　　っう　通　　　　　　　　　いってう　一調
　　　うしろだう　後ろ堂　　　　　　　　　だいつう　大通　　　　　　　　　　きってう　吉兆
　　　　　わたう　我党　　　　　　じふはちだいつう　十八大通　　　　　　いちこつてう　壱越調
　　　　いんだう　引導　　　　　　　　　さうつう　相通　　　　　　　　いひでう　言ひ条
　　　さんいんだう　山陰道　　　　　　　　じゃうつう　状通　　　　　　　　　　ふでう　不調
　　　　えんだう　莚道　　　　　　　　　ゆうつう　融通　　　　　　　　えんまてう　閻魔鳥
　　　　かんだう　勘当　　　　　　　　　　おっう　乙う　　　　　　　　　わてう　和朝
　　　　がんだう　強盗　　　　　　　　　　　　きつう　（副）　　　　　　　　　　くわてう　花鳥
　　せきかんたう　石敢当　　　　　　　　　ぐつう　弘通　　　　　　　　　かんてう　漢朝
　　　ひるがんだう　昼強盗　　　　　　　　　じつう　実有　　　　　　　　　さんてう　三鳥
　　　　　きんたう　金当　　　　　　　　　　はつう　初卯　　　　　　　　　じんでう　農朝
　　　　　げんたう　現当　　　　　　　　　　ふつう　不通　　　　　　　　　せんてう　先朝
　　　しゅげんだう　修験道　　　　　　いちもんふつう　一文不通　　　　　　　なんてう　南朝
さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆづう　融通　　　　　　　　　　ほんてう　本朝
　じふさんけんだう　三十三間堂　　　　　　　しょつう　初通　　　　　　　　　　とう　頭
　　　ゑんげんだう　衰彦道　　　　　　　　　いんつう　銀子　　　　　　　　　　　とう　疾う
　　　　　こんだう　金堂　　　　　　　　てんがんつう　天眼通　　　　　　　　　　どう　胴
　　　かっこんたう　葛根湯　　　　　　　　　けんっう　（名）　　　　　　　　　　　どう　筒
　　　　　さんだう　淺道　　　　　　　　おけんつう　（名）　　　　　　　　　　どう一（接頭）
　　　　　さんだう　算道　　　　　　　　　　じんづう　神通　　　　　　　　　えいとう　（感）
　　　とうさんだう　東山道　　　　　　　　めんつう　面桶　　　　　　　えいえいとう　（感）
　　　　　しんたう「神道　　　　　　　　　ゐんつう　員子　　　　　　　　けいどう　（名）
　　　かうしんだう　庚申堂　　　　　　　　　てう　朝　　　　　　　　　さいとう　柴燈
　　　どくじんたう　独参湯　　　　　　　　　　てう　調　　　　　　　　　　せいとう　征東
　りゃうぶしんたう　両部神道　　　　　　　　　　でう　条　　　　　　　　　　ていとう　（形動）
　　　　　せんだう　仙道　　　　　　　　　いてう　異朝　　　　　　　ずでいどう　（感）
16
　へらへいとう　平平等　　　　　　　　　くわとう　裏頭　　　　　　　　　　たんのう　堪能
　　　めいどう　鳴動　　　　　　いんきょくわどう　陰虚火動　　　　　　　　にんのう　人皇
　　　　うとう　善知鳥　　　　　　つじあんどう　辻行燈　　　　　　　　　　はう　方
　　　かうとう　香頭　　　　　　　かどあんどう　門行燈　　　　　　　　　　はう　保
　　　さうどう　騒動　　　　　　　たそやあんどう　誰そや行・燈　　　　　　　　はう　抱
　にちざうとう　日像瞳　　　　　ひじりあんどう　聖行燈　　　　　　　　　　はう　報
おいへさうどう　御家騒動　　　　　　　　おんどう　音頭　　　　　　　　　　　　はう　宝
　　　とうとう　疾う疾う　　　　　　がんどう　寵燈　　　　　　　　　　ばう　坊（名）
　　　ほうとう　宝燈　　　　　　　　　こんどう　金銅　　　　　　　　　　一ばう　坊（接尾）
　　しゃうとう　正統　　　　　　　つじさんとう　辻さんとう　　　　　　　　ばう　房
　　じゃうとう　常燈　　　　　　　　　じんどう　神頭　　　　　　　　　　　ばう　帽
　　りゅうとう　龍燈　　　　　　　　むじんとう　無尽燈　　　　　　　　　あはう　阿呆
　　　ようとう　用途　　　　　　　　　せんとう　仙洞　　　　　　　　　　かいはう　介抱
　　　らうどう　郎等　　　　　　　　　ちんとう　陣頭　　　　　　　さんがいばう　三界坊
　　　　かとう　歌頭　　　　　　　　　てんとう　纏頭　　　　　　　　　けいばう　競望
　　　がくとう　学頭　　　　　　　　　てんどう　天童　　　　　　　　　　さいはう　西方
　　ひゃくどう　百銅　　　　　　　　でんどう　伝燈　　　　　　　てうさいばう　潮斎坊
　　　しげどう　重藤　　　　　　　　　ずでんどう　（感）　　　　　　　　　　すいはう　粋方
　もとしげどう　本重藤　　　　　　　　　ばんとう　番頭　　　　　　　　　　ついはう　追放
　　　　ごとう　御燈　　　　　　　　　ばんどう　坂東　　　　　　ぢゅうっいはう　重追放
　　　　さとう　沙頭　　　　　　　　ふんどう　分銅　　　　　　　　　ていばう　亭坊
　　　　ざとう　座頭　　　　　　　　　ほんとう　本等　　　　　　　　　　ないはう　内方
　　きくじどう　菊慈童　　　　　　　　まんどう　万燈　　　　　　　　　こないはう　御内方
　　　　ぢとう　地頭　　　　　　　　　くわんとう　関東　　　　　　　　　　はいぼう　敗亡
　　　いっとう　一統　　　　　　　　　　　　　なう　（感）　　　　　　　　　　めいはう　名方
　　　いっとう　一等　　　　　　　　　　一なう　（終助）　　　　　　　くわいばう　懐抱
たたきなっとう　敲き納豆　　　　　　　　あなう　あな憂　　　　　　　　　・うはう　右方
　　　ほっとう　法燈　　　　　　　　　一いなう　（終助）　　　　　　とうぐうばう　春宮坊
　　しゅっとう　出頭　　　　　　　　　ずいなう　髄脳　　　　　　　ないけうばう　内教坊
できしゅっとう　出来出頭　　　　　　せいなう　細男　　　　　　　　せうばう　椒房
　のしゅっとう　野出頭　　　　　　　　さうなう　左右無う　　　　　　　せうばう　焼亡
　　じふにどう　十二銅　　　　　　　　なうなう　（連語）　　　　　　　　そうばう　僧坊
　　いちのどう　一の胴　　　　　　　　　こなう　御悩　　　　　　　　　にうばう　女房
くらうどのとう　蔵人の頭　　　　　　　一よなう　（終助）　　　　　　おいにうばう　老い女房
　　ありのとう　蟻の塔　　　　　　　　ぼんなう　煩悩　　　　　　　　にょうばう　女房
　　きりのとう　桐の蔓　　　　ひゃくはちぼんなう　百八煩悩　　　　しだしにょうばう　仕出し女房
　　　　ばとう　摘頭　　　　　　　　　　　　ねう　鏡　　　　　　　　まちにょうばう　町女房
　をけがはどう　桶側胴　　　　　　　　ゐねう　囲続　　　　　うへのにょうばう　上の女房
　　　　ふどう　不動　　　　　　　　　　　のう　（感）　　1　　じゃ
　　　ほふとう法燈　　　　　のう能　　　うらふにょうばう上稿女房
　よちりふどう　よちり不動　　　　　　　一のう　（終助）　　　　げらふにょうばう　下薦女房
　　　うへとう　上頭　　　　　　　　　げいのう　芸能　　　　　　　なまにょうばう　生女房”
　ぬりこめどう　塗籠籐　　　　　　　　たきぎのう　薪能　　　　　　　あをにょうばう　青女房
　じゃうやとう　常夜燈　　　　　　　　しきのう　式能　　　　　　ちいんにょうばう　知音女房
　　　しゃとう　社頭　　　　　　　　ざしきのう　座敷能　　　　　　　　　えはう　吉方
　　　　ゆとう　湯桶　　　　　　　　　わきのう　脇能　　　　　　　　　　くばう　公方
　　　しゅとう　手燈　　　　　　　　しんじのう　神事能　　　　　　　こがくばう　古河公方
　　ところどう　所籐　　　　　　　　たきぎののう　薪の能　　　　　　　　　ほくばう　北部
ふたところどう　二所藤　　　　　　　　　かんのう　堪能　　　　　　　　　しゅくはう　宿報
　み占ころどう　三所籐　　　　　　しうげんのう　祝言能　　　　　　　しゅくばう　宿坊
　　　くわとう　火燈　　　　　　くわんじんのう　勧進能　　　　　　　　　こはう　小抱
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　　　　　　ごばう　御坊　　　　　　　　　　　さんばう　三方　　　　　　　　　　　　一べう　（助動連用）
　　　　　わごぱう　和御房　　　　　しゃちらさんばう　（副）　　　　　　　　　そうべう　宗廟
　　　　　　さはう　左方　　　　　　　だうしんぱう　道心坊　　　　　　　しゃうへう　上表
　　　　　　しはう　四方　　　　　　　　くやしんばう　悔しん坊　　　　　　　　ちくへう　竹豹
　　　　　こじはう　小四方　　　　　　　　せんばう　先坊　　　　　　　　　しんべう　神妙
　　　　　　すはう　素抱　　　　　　　　　せんばう　賭望　　　　　　　　　せんぺう　先表
　　　　　　すはう　蘇芳　　　　　　　　　　ぜんばう　前坊　　　　　　　　　　ぜんべう　前表
　　　　　　すはう周防　　　　ぜんぱう禅房　　　　　ぼう棒
　　　　　　ずばう　（名）　　　　　　　　せんばう　仙方　　　　　　　　　　いほう　移封
　　　　　いっぱう　一方　　　　　　　　　だんぱう　檀方　　　　　　　　　さいぼう　尖棒
　　　　　きっぱう　吉方　　　　　　　　　　てんぱう　天保　　　　　これにご　　　　　　此に懲りよ
　　　　　じっぱう　十方　　　　　　　　　　とんばう　蜻蛉　　　　　　りよどうさいぼう　　どうさい坊
　　さんぜじっぱう　三世十方　　　　　　うみとんぱう　海蜻蛉　　　　　　　かなさいぼう　鉄尖棒
　　　　　てっぱう　鉄砲　　　　　　　　　　なんばう　男房　　　　　　　　　　つうほう　通宝
　　　　のでっぱう　野鉄砲　　　　　　　　へんばう　返報　　　　くわんえいつうほう　寛永通宝
でをん　　　　　　出女に入り　　　　　　ほんばう　本坊　　　　　けいちゃうつうほう　慶長通宝
　なにいりでっぱう　　　　　鉄砲　　　　　　らんばう　乱妨　　　　　　えいらくつうほう　永楽通宝
　ふとζ．ろでっばう　懐鉄砲　　　　　　とりんばう通りん坊　　　　　　どうぽう　同朋
　　　　　ろっぱう　六方　　　　　　　　　くろんばう　黒ん坊　　　　　　　　　ほうほう　（感）
　　　まちろっぱう　町六方　　　　　　　　わんばう　組抱　　　　　　　　　ほうほう　（副）
　　　　　　とはう　途方　　　　　　　　くわんばう　関防　　　　　　　　ちょうほう　重宝
　　　　　さとばう　里坊　　　　　　　　　をんばう　温抱　　　　　　　　　ながぼう　．長棒
　　ほうえきのはう　縫腋の．抱　　　　　　　　　ひう　轟う　　　　　　　　　さきぼう　先棒
あさむらさきのはう　浅紫の抱　　　　　　　おもひう　思ひ得　　　　　　　　つくぽう　突く棒
　　けってきのはう　閲腋の抱　　　　　　　　　ふう　風　　　　　　　　ろくしゃくぼう　六尺棒
　　　　いけのばう　池の坊　　　　　　たうせいふう　当世風　　　　　　　　こほう　戸部
　　　　　このはう　此の方　　　　　　　　かうふう　好風　　　　　　　たたきご怪う　敲き牛芽
　　　　　しのばう　師の坊　　　　　・　　せうふう　蕉風　　　　　　　　　　たほう　多宝
　　　　　そのはう　其の方　　　　　　　　　たうふう　当風　　　　　　　　　　かたぼう　片棒
　　　　ざとのばう　座頭の坊　　　　　きふきゃうふう　急驚風　　　　　　　ふちかたぽう　扶持方棒
　　あかいろのはう　赤色の抱　　　　　　　しゃうふう　正風　　　　　　　　　かちぼう　舵棒
　　あをいろのはう　青色の抱　　　　　　　　こくふう　国風　　　　　　　　　　しちほう　七宝
くわうろぜんのはう　黄櫨染の抱　　　　　　　　ごふう　護符　　　　　　　　　とげっぽう　吐月峰
　　きくちんのはう　麹塵の抱　　　　　　きいたふう　利いた風　　　　ささらさっぽう　彫先穂
　　　　　　ひはう　誹誘　　　　　　　　　まちふう　町風　　　　　　　　　しっぽう　七宝
　　　　　あふはう　押妨　　　　　　　　　　てふう　手風　　　　　　　　せろっぽう　千六本
　　　　　ごふはう　業報　　　　　　　　　ひとふう　一風　　　　　　　　　あとぽう　後棒
　　　　　　よはう　四方　　　　　　　　　　ごふふう　業風　　　　　　　　　　かなぼう　鉄棒
　いちばんにょばう　一番女房　　　　　　　いまふう　今風　　　　　　　　たこのぼう　担桶の棒
　　　　　べらばう　べら坊　　　　　　　　いやふう　嫌風　　　　　　　　　じふほう　什宝
　　　　　うりばう　瓜坊　　　　　　　　こしょふう　御所風　　　　　　さん．じふぼう　三十棒
　　　　でくるばう　出狂坊　　　　　　　いたりふう　至り風　　　　　　　あたりぼう　当たり棒
　　あふみどろばう　近江泥坊　　　　　ぼっとりふう　ぽっとり風　　　　みみくわ経う　耳果報
　　　ずんぼろばう　ずんぼろ坊　　　　　　しゃれふう　酒落風　　　　　　　　さんぽう　三宝（名）
　　　　　くわはう　果報　　　　　　　ちすいくわふう　地水火風　　　　　　　一さんぽう　三宝（接尾）
　しゃくしくわはう　杓子果報　　　　　　ぷんきんふう　文金風　　　　　　　なむさんぽう　南無三宝
　　　ゆびぐわはう　指果報　　　　　　　　　くんぷう　薫風　　　　　　まっくらさんぽう　真っ暗三宝
　　　　　　ゐはう　位抱　　　　　　　　たんぜんふう　丹前風　　　　　いきなりさんぽう　いきなり三宝
　　　かったゐばう　癩坊　　　　　　　くわうりんふう　光琳風　　　　　いひなりさんぽう　言ひなり三宝
　　　　　　ゑはう　恵方　　　　　　　　だんりんふう　檀林風　　　　　しょてんさんぽう　諸天三宝
　　　　　げんばう　現報　　　　　　　　　　　　　へう　表　　　　　　　　　　　　　しんぼう　神宝
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さんしゅのしんぼう　三種の神宝　　　　じゃうだいやう　上代様　　　　　　　ちゃうぎゃう　張行
　　こぶんしんぼう　古文真宝　　　　　　　いうやう　悠揚　　　　　　　みゃうきゃう　明鏡
　　かなつんぼう　鉄聾　　　　　　　　　　かうやう　斯様　　　　　　　　みゃうぎゃう　明経
　　　　てんぽう　手ん棒　　　　　　　　けうやう　孝養　　　　　だいじょうきゃう　大乗経
　　　　なんぼう　何ぽう　　　　　　いはうやう　言はうやう　　いちじょうきゃう　一乗経
　　　にほんぽう　二本棒　　　　　　　　やうやう　様様　　　　　さい
　しっちんまんぽう　七珍万宝　　　　　　　　やうやう　漸う　　　　　　しょうわうぎゃう　最勝王経
　　　とちめんぼう　栃麺棒　　　　　　　　ちょうやう　重陽　　　　　こんくわ
　　　　りんぼう　輪宝　　　　　　　　　　かやう　斯様　　　　　　うみゃうさい　　　金光明最勝
　　　さんりんぼう　三輪宝　　　　　　　　いかやう　如何様　　　　　しょうわうぎゃう　　　　王経
　　　　　　まう　毛　　　　　　　　　　さがやう　嵯峨様　　　　　　　　　ききゃう　桔梗
　　　　　　まう　猛　　　　　　　　　　ほかやう　外様　　　　　　　　　ききゃう　帰敬
　　　　　　一まう　（接尾）　　　　　　　　　きゃう　京　　　　　　　　　　　きぎゃう　鬼形
　　あんないまう　案内申　　　　　　　　　　きゃう　経　　　　　　　　　　　ぎぎゃう　儀刑
　　　　はいまう　敗亡　　　　　　　　　　　きゃう　饗　　　　．　　　　　　くきゃう　究寛
　　　　せうまう焼亡　　　　 きゃう卿　　　　　ぐきゃう弘経
　　　　しゅくまう宿望　　　　 ぎゃう行　　　　　くぎゃう公卿
　　　　　こまう　虚妄　　　　　　　　　　ぎゃう　形　　　　　　　　　　くぎゃう　苦行
　　　　　すまう　相撲　　　　　　　　　　　ぎゃう　（形動）　　　　　　　　くぎゃう　恭敬
　　　　こずまう　小相撲　　　　　　　　いきゃう　異香　　　　　　　　あくぎゃう　悪行
　　　しんじずまう　神事相撲　　　　　　　　いぎゃう　異形　　　　　　　　　がくぎゃう　学行
　　　　てずまう　手相撲　　　　　　　あいきゃう　愛敬　　　　　　　　ぞくぎゃう　俗形
　　かかへずまう　抱へ相撲　　　　　　　あいぎゃう　愛敬　　　　　　　くじゃくきゃう　孔雀経
　　まくらずまう　枕相撲　　　　　　　かいぎゃう　戒行　　　　　　　　　けぎゃう　加行
　　　われずまう　割れ相撲　　　　　いっさいきゃう　一切経　　　　　　　　げぎゃう　夏行
　　　けんずまう　拳相撲　　　　　ふじみさいぎゃう　富士見西行　　　　　　げぎゃう　下行
　くわんじんずまう　勧進相撲　　　　　　　すいきゃう　酔狂　　　　　　　　　　げぎゃう　顕形
　　　　たのまう　頼まう　　　　　　　だいきゃう　大経　　　　　　　　ほけきゃう　法華経
　　　　ものまう　（感）　　　　　　　　だいきゃう　大饗　　　　　めう
　　　　　やまう　病　　　　　　にぐうのだいきゃう　二宮の大饗　　　ほふれんげきゃう　妙法蓮華経
　　　　きょまう　虚妄　　　　ひさしのだいきゃう　庇の大饗　　　なむめう　　　　　南無妙法蓮
　　　　しょまう　所望　　　　　もやのたいきゃう　母屋の大饗　　　ほふれんげきゃう　　　　華経
　　　　そんまう　損亡　　　　　だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごきゃう　五経
　　　　　　むう　（感）　　　　　じんのだいきゃう　大臣の大饗　　　　　　こぎゃう　五行
　　　　　　めう　妙1　　　　　　くないきゃう　宮内卿　　　　　　　　こぎゃう　御形
　　　　れいめう　霊妙　　　　　　　　れいきゃう　霊香　　　　　　　　　さきゃう　左京
　　　　　きめう　奇妙　　　　　　　　　うきゃう　右京　　　　　　ながつかさきゃう　中務卿
　　　　　みめう　微妙　　　　　　　こんがうきゃう　金剛経　　　　　　　　　しぎゃう　執行
　　　　ごんめう　権妙　　　　　　　　　こうぎゃう　興行　　　　　　　　　　ずきゃう　請経
　　　　しんめう　針妙　　　　　　　だいざうきゃう　大蔵経　　　　　　　　すぎゃう　修行
　　　　しんめう「神妙　　　　　　　　　そうぎゃう　僧形　　　　　　　　　　せきやう　夕陽
　　　　はんめう　斑猫　　　　　　　　とうぎゃう　童形　　　　　　　　　せきゃう　説経
　　　　どうもう　童蒙　　　　　　　　どうぎゃう　同行　　　　　　　　　せぎゃう　施行
　　　　もうもう　臆腺　　　　　　　はうとうきゃう　方等経　　　　　　　　　たぎゃう　他行
　　　　くんもう　訓蒙　　　　　　　てらどうぎゃう　寺同行　　　　　　　あみだきゃう　阿弥陀経
　　　　　　やう　益　　　　　　　　　はうきゃう　方磐　　　　ぷっ
　　　　　　やう　陽　　　　　　　　　ふうきゃう　風狂　　　　　せつあみだきゃう　仏説阿弥陀経
　　　　　　やう　様（名）　　　　　　　きゃうきゃう　軽軽　　　　　　　　　　　ちぎゃう　地形
　　　　　一やう　様（接尾）　　　　　きゃうきゃう　（副）　　　　　　　　　ちぎゃう　知行
　　　　せいやう　青陽　　　　　　　きゃうぎゃう　経教　　　　　　　　　　ちぎゃう　智行
　　　　たいやう　対揚　　　　　　　じゃうぎゃう　常行　　　　　　　　　ちぎゃう　持経
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　　ゐはいちぎゃう　位牌知行　　　　　　ふなぶぎゃう　船奉行　　　　　　　　しんぎゃう　心経
　　　すてちぎゃう　捨て知行　　　　　　かねぶぎゃう　金奉行　　　　はんにゃしんぎゃう　般若心経
　　だいにちきゃう　大日経　　　　　こしものぶぎゃう　腰物奉行　　　　　ふだんぎゃう　不断経
　　いちにちぎゃう　一日経　　　　　　さかひぷぎゃう　堺奉行　　　　　　　なんぎゃう　難行
　　　　くっきゃう　究寛　　　　　　まっまへぷぎゃう　松前奉行　　　いしゃうにんぎゃう　衣裳人形
　　　　せっきゃう　説経　　　　　　　ふしみぷぎゃう　伏見奉行　　　　　けしにんぎゃう　芥子人形
　　うたぜっきゃう　歌説経　　　　　　じしゃぶぎゃう　寺社奉行　　　　しだしにんぎゃう　仕出し人形
　　　　どっきゃう　読経　　　　　　　むしゃぶぎゃう　武者奉行　　　　すがたにんぎゃう　姿人形
　　　　ひっきゃう　畢寛　　　　　　　　みやぶぎゃう　宮奉行　　　　いちまつにんぎゃう　市松人形
　　　　ぷっきゃう　物狂　　　　　おほ　　　　　　　　　　　　　　　　おやまにんぎゃう　おやま人形
　　　　べつぎゃう　別行　　　　　　さかくらぷぎゃう　大坂蔵奉行　　　をやまにんぎゃう　をやま人形
　　　　　どきゃう　読経　　　　　　ろくはらぷぎゃう　六波羅奉行　　　のろまにんぎゃう　野呂間人形
　　　やいとぎゃう　灸饗　　　　　　　さんぷきゃう　三部経　　　　からくりにんぎゃう　絡繰り人形
　せんぞうどきゃう　千僧読経　　　　　　さんぷぎゃう　三奉行　　　　あやっりにんぎゃう　操り人形
　　　　ひときゃう　一京　　　　　　　ふしんぷぎゃう　普請奉行　　　　　よりにんぎゃう　寄り人形
　　きのみどきゃう　季の御読経　　　こぶしんぷぎゃう　小普請奉行　　いちもんにんぎゃう　一文人形
　　　　たなぎゃう　棚経　　　　　　　ごぜんぷぎゃう　御膳奉行　　　　　　　はんぎゃう　判形
　　ひがしのきゃう　束の京　　　　　　くにんぷぎゃう　公人奉行　　　　　いっぽんきゃう　一品経
　　　にしのきゃう　西の京　　　　　　　みんぷきゃう　民部卿　　　　　　　　まんぎゃう　万行
　　むごんのぎゃう　無言の行　　　　　ゆいまぎゃう　維摩経　　　　　しょうまんぎゃう　勝婁経
　しゃしんのぎゃう　捨身の行　　　　　　　やぎゃう　夜行　　　　　　　　ゑんきゃう　円鏡
　　　　　ひぎゃう　飛行　　　　　　ひゃくきやぎゃう　百鬼夜行　　　　　　　　　くやう　供養
　　　　　ぷぎゃう　奉行　　　　　　　　しゃきゃう　写経　　　　　　せんぞうくやう　千僧供養
だうちゅうぶぎゃう　道中奉行　　　　ちゃうじゃきゃう　長者経　　　　　　きゃうくやう　経供養
　　ぎゃうぶきゃう　刑部卿　　　　だいはんにゃきゃう　大般若経　　　　　　　　かくやう　斯く様
　　じゃうふきゃう　常不軽　　　　　　　　ゆぎゃう　遊行　　　　　　　てんぢくやう　天竺様
ひゃ　　　　　　　　　　　　　　　　・　　じゅきゃう　諦経　　　　　　　ざうぶつくやう　造仏供養
　うちゃうぶぎゃう　評定奉行　　　　　　　しゅぎゃう　執行　　　　　　　　はなくやう　花供養
かんぢゃうぶぎゃう　勘定奉行　　　　　　　しゅぎゃう　修行　　　　　　　　　かねくやう　鐘供養
　　ひゃうぶきゃう　兵部卿　　　　　　うたしゅぎゃう　歌修行　　　　　　　　　らくやう　洛陽
　ながさきぶぎゃう　長崎奉行　　　　むしゃしゅぎゃう　武者修行　　　　　　　ねりくやう　練り供養
　　　しきぷき◇う　式部卿　　　　くわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はりくやう　針供養
ぐわいこくぷぎゃう　外国奉行　　　　んねんしゅぎゃう　観念修行　　　　せんにんくやう　千人供養
　ゑんごくぷぎゃう　遠国奉行　　　　　　　しょぎゃう　所行　　　　　　　　　　　さやう　左様
　をんごくぷぎゃう　遠国奉行　　　　　　　しょぎゃう　諸行　　　　　　　　　　　しゃう　生
　　　　ごぷぎゃう　五奉行　　　　　　　あらぎゃう　荒行　　　　　　　　　　しゃう　正（名）
　　しゅごぷぎゃう　守護奉行　　　　　おほくらきゃう　大蔵卿　　　　　　　　　　しゃう一正（接頭）
　　いくさぷぎゃう　軍奉行　　　　　　　まくらぎゃう　枕経　　　　　　　　　　　しゃう　声
　　さくじぶぎゃう　作事奉行　　　　　あほだらきゃう　阿呆陀羅経　　　　　　　　しゃう　性
　　をっそぷぎゃう　越訴奉行　　　　　いんぐわきゃう　因果経　　　　　　　　　　しゃう　姓
　　やまだぶぎゃう　山田奉行　　　　　へいあんきゃう　平安京　　　　　　　　　しゃう　省
　　　　ぢぷきゃう　治部卿　　　　　　けちえんぎゃう　結縁経　　　　　　　　　　しゃう　荘
　　　まちぷぎゃう　町奉行　　　　　　　　おんぎゃう　隠形　　　　　　　　　　しゃう　将
おほ　　　　　　　　　　　　　　　　くわんおんぎゃう　観音経　　　　　　　　　　しゃう　商
　さかまちぶぎゃう　大坂町奉行　　　　　　かんきゃう　乾整　　　　　　　　　　　しゃう　笙
　きたまちぷぎゃう　北町奉行　　　　　　　ごんぎゃう　勤行　　　　　　　　　　しゃう　鉦
きゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　あごんぎゃう　阿含経　　　　　　　　　　しゃう　請
　うとまちぷぎゃう　京都町奉行　　　　　けごんきゃう　華厳経　　　　　　　　　　じゃう　状
　えどまちぷぎゃう　江戸町奉行　　　　　　さんきゃう　三卿　　　　　　　　　　　じゃう　城
みなみまちぷぎゃう　南町奉行　　　　　　　しんきゃう　神鏡　　　　　　　　　　　じゃう　情
　　　さどぶぎゃう　佐渡奉行　　　　　　　しんきゃう　親兄　　　　　　　　　　じゃう　鎖
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　　　　　あしゃう　亜相　　　　　　うどのせうしゃう　蔵人の少将　　　しちまいぎしゃう　七枚起請
　　　　　あしゃう　亜将　　　　　　しゐのせうしゃう　四位の少将　　　　　　さきしゃう　前生
　　　　　いしゃう　衣裳　　　　　　　　そうしゃう　宗匠　　　　　　　　さきじゃう　先状
　　　　　いじゃう　以上　　　　　　　　そうじゃう　奏状　　　　　　　　　しきしゃう　式正
　　　　あいしゃう　哀傷．　　　　　　　　そうじゃう　僧正　　　　　　　　　しきしゃう　職掌
　おめみえいじゃう　御目見得以上　いっかいそうじゃう　一階僧正　　　　　　　しきじゃう　式状
　　　　けいしゃう　卿相　　　　　　だいそうじゃう　大僧正　　　　　　　せきしゃう　石菖
　　　　げいしゃう　寛裳　　　　　　　たうしゃう　堂上　　　　　　　のきじゃう　退き状
　　　　けいじゃう　啓上　　　　　　　　とうじゃう　闘誇　　　　　　　　ひぎしゃう　火起請
いっぴつけいじゃう　一筆啓上　　　　　ぽんなうしゃう　煩悩障　　　　　　　　ゆぎしゃう　湯起請
　　　　さいしゃう　宰相　　　　　　　　　はうしゃう　報障　　　　　　　　そらぎしゃう　空起請
　　　　ざいしゃう　罪障　　　　　　　　はうじゃう　放生　　　　　　　　　　くじゃう　公請
　　　めずいしゃう　目水晶　　　　　　　ほうじゃう　鳳城　　　　　　　　あくしゃう　悪性
　　　　せいじゃう　誓状　　　　　　　　じゃうしゃう　上生　　　　　　　　　かくしゃう　隔症
　　　　たいしゃう　大将　　　　　　　じゃうしゃう　上姓　　　　　　　　がくしゃう　学生
　　　　たいしゃう　胎生　　　　　　　しゃうじゃう　清浄　　　　　　　　がくしゃう　学匠
　　　　だいしゃう　大将　　　　　　　しゃうじゃう　狸狸　　　　　　なまがくしゃう　生学生
　　　　たいじゃう　怠状　　　　　　　　じゃうじゃう　上乗　　　　　　　　　こくしゃう　濃漿
　　　うだいしゃう　右大将　　　　ろく　　　　　　噛　　　　　　　　　げこくじゃう　下剋上
　　そうだいしゃう　総大将　　　　　こんしゃうじゃう　六根清浄　　　　　　　ぞくしゃう　俗姓
　　さくだいしゃう　作大将　　　　じゃう　　　　　　　　　　　　　　　　　そくしゃう　属星
　　　さだいしゃう　左大将　　　　　ぼんじゃうしゃう　上品上生　　　いちれんたくしゃう　一蓮託生
　いくさだいしゃう　軍大将　　　　　　ちゃうじゃう　長上　．．　　　　　　ちくしゃ．う　畜生
　　ふなだいしゃう　船大将　　　　　　　でやうじゃう　出養生　　　　　　いきぢくしゃう　いき畜生
うこ　　　　　　　　　　　　　　　　りゃうじゃう　領掌　　　　　　　しにちくしゃう　死に畜生
　んゑのだいしゃう　右近衛の大将　　　　ちゅうしゃう　中生　　　　　　にんぴちくしゃう　人皮畜生
さこ　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうじゃう　中将　　　　　　　　どくしゃう　毒性
　んゑのだいしゃう　左近衛の大将　　　うちゅう．じゃう　右中将　　　　　　　　はくじゃう　白状
さぷらひだいしゃう　侍大将　　　　　さちゅうじゃう　左中将　　　　　　しゃくじゃう　借状
さむらいだいしゃう　侍大将　　　　とうのちゅうじゃう　頭の中将　　　　ごひゃくしゃう　五百生
　　ゆみだいしゃう　弓大将　　　　さんゐちゅうじゃう　三位中将　　　あつ
　くびらだいしゃう　宮毘羅大将　　　　　きょうじゃう　兇状　　　　　　かりびゃくしゃう　預かり百姓
こんびらだいしゃう　金毘羅大将　　　　　じょうしゃう　縄床　　　　　　　　　　けしゃう　化生
　　　　ぢいしゃう　地衣裳　　　　　　しょうじゃう　丞相　　　　　　　　　けしゃう　化粧
　　　・くないしゃう　宮内省　　　　　　　　わうじゃう　往生　　　　　　　　　けしゃう　懸想
　　　くわいしゃう　廻章　　　　　ろくじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　げしゃう　下生
　　　くわいじゃう　廻状　　　　　　ふまんにんけつ　　六十万人決　　　　　　　げしゃう　下姓
　　　　　うしゃう　有生　　　　　　ぢゃうわうじゃう　　　　定往生　　　　　　けじゃう　勧賞
　　　　　うじゃう　有情　　　　　ごくらくわうじゃう　極楽往生　　　　　　　　げじゃう　解状
　　　　かうしゃう　江上　　　　　　れんげわうじゃう　蓮華往生　　　　　　　うけじゃう　請け状
　　　　かうしゃう　高声　　　　　　たちわうじゃう　立ち往生　　　しゃくやうけじゃう　借屋請け状
　　　　乙うじゃう　口上　　　　　ねんぷっわうじゃう　念仏往生　　　　　てらうけじゃう　寺請け状
　しのうこうしゃう　士農工商　　　くほんのわうじゃう　九品の往生　　　みろくげしゃう　弥勒下生
　　きりこうじゃう　切り口上　　　　　　　かじゃう　枷錬　　　　　　　っけじゃう　付け状
　　　　さうじゃう　相生　　　　　　　　　かじゃう　嘉祥　　　　　　けはひげしゃう　けはひ化粧
　　　　しうしゃう　周章　　　　　じゃうらくがじゃう　常楽我浄　　　　いちねんけしゃう　一念化生
　　　　せうしゃう　少将　　　　　　　　　たかじゃう　鷹匠　　　　　　　　はんげしゃう　半夏生
　　　　せうじゃう　招請　　　　　　　　　きしゃう　木性　　　　　　　げぽんげしゃう　下品下生
　　　うせうしゃう　右少将　　　　　　　　　きしゃう　起請　　　　　　　　　　こしゃう　小姓
　　　させうしゃう　左少将　　　　　　　　　きじゃう　気情　　　　　　　　　　こしゃう　胡床
くら　　　　　　　　　　　　　　いちまいぎしゃう　一枚起請　　　　　　　　こしゃう　五生
21
　　　　　こしゃう　五障’　　　　　　　はっしゃう．八姓　　　　　　　　げゆじゃう　解由状
　　　　　こしゃう　後生　　　　　　　　　ぷっしゃう　仏生　　　　　　　　　しゅじゃう　主上
　　　　　ごじゃう　五常　　　　　　　　ぷっしゃう　仏性　　　　　　　　しゅじゃう　修正
　　　　　ごじゃう　御状　　　　　　　　　ぷっしゃう『仏餉　　　　　　　　しゅじゃう　衆生
　　ちゅうこしゃう　中小姓　　　　　　　ほっしゃう　法性　　　　いっさいしゅじゃう　一切衆生
　　おとぎこしゃう　御伽小姓　　　　　　　みつしゃう　水性　　　　　　　げけしゅじゃう　下化衆生
　　　おくこしゃう　奥小姓　　　　　　　　としゃう　都省　　　　　　　　　よじゃう　余情
　　　　こごしゃう　小小姓　　　　　　　　えどじゃう　江戸状　　　　　　　きょじゃう　挙状
　　おもてこしゃう　．表小姓　　　　　　　　かねしゃう　金性　　　　　　　　　しょじゃう　書状
　　　おほこしゃう　大小姓　　　　もんじゃうのしゃう　文章の生　　　　しゃうしょしゃう　尚書省
　　　てらこしゃう　寺小姓　　　　　　うねめのしゃう　采女の正　　　　　　にょしゃう　女性
　　　　　ざしゃう　座上　　　　　　　いまがはじゃう　今川状　　　　　　おほくらしゃう　大蔵省
　なかっかさしゃう　中務省　　　　　けんだつばじゃう　乾閲婆．城　　　　　　．ひらじゃう　平城
　　　　　ししゃう　四生　　　　　　　　　ひしゃう　火性　　　　　　　　　りしゃう　利生
　　　　　ししゃう　史生　　　　　　　　　　ひじゃう　非情　　　　　　　　おくりじゃう　送り状
　　　　　ししゃう　死生　　　　　　　　　ひじゃう　非常　　　　　　　　さりじゃう　去り状
　　　　　じしゃう　字性　　　　　　　　　あひしゃう　相性　　　　　　　ゆづりじゃう　譲り状
　　　　　じしゃう　自性　　　　　　　．　かひしゃう　甲斐性　　　　　　　　ふれじゃう　触れ状
　　　　　じしゃう　時正　　　　　　　あてがひじゃう　宛行状　　　　　　　うまれしゃう　生まれ性
　ろくだうししゃう　六道四生　　　　　　　とひじゃう　問ひ状　　　　　　　　わしゃう　和尚
　　　まうしじゃう　申し状　　　　　　　　　ふしゃう　不請　　　　　　　かいわじゃう　戒和尚
　　　はたしじゃう　果たし状　　　　　　　ふしゃう　府生　　　　　　　　くわしゃう　和尚
　　　　めしじゃう　召し状　　　　　　　　．ふしゃう　不祥　　　　　　　．　くわじゃう　．過状
みゃうせんじしゃう　名詮自性　　　　　　　ふじゃう　不浄　　　　　　　　くわじゃう　款状
　　　うちすじゃう　氏素性　　　　　　　　あふじゃう　圧状　　　　　　　　　をしゃう　和尚
　　　　せじゃう’．世上　　　　　　むりあふじゃう　無理圧状　　　　へいあんじゃう　平安城
　　　　ぜじゃう軟障　　　　　．れいぶしゃう　礼部省　　　　　　いんじゃう　引声
　　　　そじゃう　訴状　　　　　　　ぎゃうぶしゃう　刑部省　　　　　　　　うんしゃう　雲上
　　　　たしゃう　他生　　　　　　ひゃうぶしゃう　兵部省　　　　　　　うんじゃう　運上
　いっさつたしゃう　一殺多生　　　．　　しきぷしゃう　式部省　　　　　　　えんじゃう　艶状
　いっせつたしゃう　一殺多生　　　　　　　ごふしゃう　業障　　　　　　　　　おんじゃう　音声
いっこくいちじゃう　一国一城　　　　　　　ごふしゃう　御不祥　　　　　　　おんじゃう　恩賞
　　　　きちじゃう　吉上　　　　　　　とくごふしゃう　得業生　　　　　　だいおんじゃう　大音声
　　　　しちしゃう　七生　　　　　　　　　ぢぷしゃう　治部省　　　　　まかでおんじゃう　罷出音声
　　　　しちじゃう　七情　　　　　　　　　てふじゃう　牒状　　　　　　まゐりおんじゃう　参り音声
　　　つちしゃう　土性　　　　　　　こころぶしゃう　心無性　　　　　　　　かんしゃう　癌症
　‘　　いっしゃう　「生　　　　　　あじほんぶしゃう　阿字本不生　　　　　　かんじゃう　勘状
いっぷくいっしゃう　一腹一生　　　　　　みんぷしゃう　民部省　　　　　　　かんじゃう　感状
　　　がっしゃう　合掌　　　　　　　　そへじゃう　添へ状　　　　　ざんかんじゃう　斬好状
　　　きっしゃう　吉祥　　　　　　　　こらへじゃう　堪へ精　　　　　　　　きんじゃう　今上
　　　　きつじゃう　吉上　　　　　　　　　ほしゃう　歩障　　　　　　　　きんじゃう　謹上
　　　　くっしゃう　屈請　　　　　　　　　　ましゃう　魔障　　　　　　　　　けんじゃう　勧賞
　　　ごっしゃう　業障　　　　　　　　　まじゃう　真正　　　　　　　　げんじゃう　玄上
　　　　ざっしゃう　雑掌　　　　　　　　　あまじゃう　尼上　　　　　　　　げんじゃう　眼象
　　　　ざっしゃう　雑餉　　　　　　　　　　みじゃう　身性　　　　　　　　　げんじゃう　賢聖
　　　　しっしゃう　湿生　　　　　　　　ふくみじゃう　含み状　　　　　　　きけんじゃう　喜見城　．
　　　　じっしゃう　実正　　　　　　　．　むじゃう　無状　　　　　　　　こんじゃう　今生
　　　せっしゃう　摂政　　　　　　　　　　むじゃう　無常　　　　　　　　　こんじゃう　紺青
　　　せっしゃう　殺生　　　　　しょぎゃうむじゃう　諸行無常　　　　　　　ごんじゃう　言上
　じゅんせっしゃう　准摂政　　　　てんしゃうむしゃう　天上無上　　　をりすけこんじゃう　折り助根性
　　　はっしゃう　八省　　　　　　　めったむしゃう　滅多無性　　　　まはりこんじゃう　廻り根性
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　　　　さんしゃう　三生　　　　　　　　　　　　　食ったやう　　　ちゅうちゃう　柱杖
　　　　さんしゃう　三障　　　　　　　　　　チャウ　茶宇　　　　　　　　　らうちゃう　老丁
　　　　さんじゃう　山上　　　　　　　　　　　ちゃう　丁　　　　　　　　　　らうちゃう　労帳
　　　　さんじゃう　散状　　　　　　　　　　ちゃう　庁　　　　　　　　　　おちゃう　御町
　　　　しんしゃう　身上　　　　　　　　　　ちゃう　町（名）　　　　　　　　かちゃう　蚊帳
　　　　しんじゃう　進上　　　　　　　　　一ちゃう　町（助数）　　　　　　　かちゃう　嘉定
　　　　しんじゃう　新嘗　　　　　　　　　　ちゃう　帳（名）　　　　　　ほうがちゃう　奉加帳
　　　　じんじゃう　尋常　　　　　　　　　　一ちゃう　帳（助数）　　　　　　　きちゃう　几帳
　じふにじんじゃう十二神将　　　一ちゃう挺　　　　 ぎちゃう毬打
　　　せんしゃう僧上　　　　ぢゃう杖　　　　ぎぢゃう儀伎
　　　ぜんしゃう　前生　　　　　　　　　　ぢゃう　定　　　　　　　　　　ぎぢゃう　議定
　　　せんじゃう　先生　　　　　　　　　　ぢゃう　詫　　　　　　　　　えきちゃう　役丁
　　　ぜんじゃう軟障　　　　一ぢゃう丈　　　　えきちゃう駅長
たちはきせんじゃう　帯刀先生　　　　　　　いちゃう　銀杏　　　　　　　　　さぎちゃう　左義長
　　　わせんじゃう　吾先生　　　　　　　かいちゃう　開帳　　　　　　　さしぎちゃう　差し几帳
　　　ぞんじゃう　存生　　　　　　　　　かいぢゃう　戒杖　　　　　　　　　ぢきちゃう　直丁
　　　　たんじゃう　誕生　　　　　　　ゐがいちゃう　居開帳　　　　　　そでぎちゃう　袖几帳
　　　だんじゃう　弾正　　　　　　　　けいちゃう　慶長　　　　　　　そでのきちゃう　袖の几帳
　　　　ちんじゃう　陳状　　　　　　　　ざいちゃう　在庁　　　　　　　　ごくぢゃう　獄定
　　　てんじゃう　天上　　　　　　　　　さいぢゃう　斎場　　　　　　　　　はくちゃう　白張
　　　てんじゃう　天井　　　　　　　しざいちゃう　資財帳　　　　　　　　はくちゃう　白丁
　　　てんじゃう　殿上　　　　　　　　ぜいちゃう　税帳　　　　　　だいふくちゃう　大福帳
　　がうてんじゃう　格天井　　　　　しゃうぜいちゃう　正税帳　　　　　　　しゃくぢゃう　錫杖
てんいちてんじゃう　天一天上　　　　　　だいちゃう　大帳　　　　　　　　ちょくぢゃう　勅詫
　わらはてんじゃう　童殿上　　　　　　おほいちゃう　大銀杏　　　　　　　ぢげちゃう　地下町
　　がまてんじゃう　蒲天井　　　　　　　めいちゃう　名帳　　　　　　　くわんげちゃう　勧化帳
　　つりてんじゃう　釣り天井　　　　　　れいちゃう　礼帳　　　　　　　　　ごぢゃう　御詫
　　　　にんじゃう　刃傷　　　　　　　　れいぢゃう　霊場　　　　　　　くわこちゃう　過去帳
　　　　ばんじゃう　番上　　　　　　　　　うちゃう　有頂　　　　　　　　たうざちゃう　当座帳
　　　　ばんじゃう　番匠　　　　　　　　いうちゃう　優長　　　　　　　　　　しちゃう　使庁
　　　　ばんじゃう　盤上　　　　　　　　かうちゃ．う　綱丁　　　　　　　　　しちゃう　紙帳
　　　　ほんしゃう　本性　　　　　　　　かうちゃう　定考　　　　　　　　　　じちやう　実様
　　　　ほんじゃう　本性　　　　　　　　　きうちゃう　鳩杖　　　　　　　　　　じちゃう　仕丁
　　しゃめんじゃう　赦免状　　　　　　　きうちゃう　毬杖　　　　　　　　　きじちゃう　黄仕丁
　　　　もんじゃう　文章　　　　　　　　だうちゃう　道場　　　　　　　ひゃくしちゃう　百子帳
　　　　もんじゃう　問状　　　　　　ないだうちゃう　内道場　　　　　　かげゆしちゃう　御解由使庁
　　　　らんしゃう　卵生　　　　　　　かんだうちゃう　勘当帳　　　　　　けびゐしちゃう　検非違使庁
　　　　らんしゃう　蘭省　　　　　　　　はうちゃう　・庖丁　　　　　　　　　　ちぢゃう　治定
　　　　らんじゃう　乱声　　　　　　　　ばうちゃう　妄聴　　　　　　　　　いちぢゃう　一定
　　　くわんじゃう　款状　　　　　　　　はうちゃう　方丈　　　　　　　　はちぢゃう　八丈
　　　くわんじゃう　勧請　　　　　すみかきばうちゃう　墨掻き庖丁　　　　　きはちぢゃう　黄八丈
　　　ぐわんじゃう　願状　　　　　　　しゃうちゃう　正丁　　　　　　あさぎはちぢゃう　浅葱八丈
　　　　　うすやう　薄様　　　　　　　しゃうちゃう　匠丁　　　　　　とびはちぢゃう　鳶八丈
むらさきのうすやう　紫の薄様　　　　　　ちゃうちゃう　丁丁　　　　　　あやめはちぢゃう　菖蒲八丈
くれなゐのうすやう　紅の薄様　　　　　ひゃうちゃう　兵杖　　　　　　　　　つちゃう　図帳
　　　しろうすやう　白薄様　　　　　　　ひゃうちゃう　評定　　　　　　　　　いっちゃう　一挺
あぶら　　　　　　油壼から出　　いくさひゃうちゃう　軍評定　　　　　　　　いっちゃう　一張
　つぼからだすやう　　　・すやう　をだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎっちゃう　毬杖
きつねを　　　　　狐を馬に乗　　　はらひゃうちゃう　小田原評定　　　　　　けつちゃう　決定
　うまにのせたやう　　　せたやう　　しんみゃうちゃう　神名帳　　　　　　　　こっちゃう　骨張
　ふしをくったやう　五倍子を　　　　　　　ゆうちゃう　雄長　　　　　　　せめせっちゃう　責めせっちゃう
23
　　どてはっちゃう　土手八丁　　　　　　にんぢゃう　人長　　　　　　とざまだいみゃう　外様大名
　　　　ひつちゃう　必定　　　　　　　　にんぢゃう　人定　　　　　　からだいみゃう　空大名
　　　てぷっちゃう　手ぷっちゃう　　　　くわんぢゃう　灌頂　　　　　くにとりだいみゃう　国取り大名
　　にんべつちゃう　人別帳　　　　だいじゃ　　　　　　　　　　　　　　　　こうみゃう　高名
　　　しゅつちゃう　出定　　　　　　うくわんちゃう　太政官庁　　　　　　けうみゃう　校名
　　　　　とちゃう　斗帳　　　　　ながれくわんぢゃう　流れ灌頂　　　　　　せうみゃう　少名
　　　　しにちゃう　死に帳　　　　　　　　あつやう　厚様　　　　　　　　とうみゃう　燈明
　　　　　ねちゃう　根帳　　　　　　　　だいぶつやう　大仏様　　　　　じゃうとうみゃう　常燈明
　　　なかのちゃう　仲之町　　　　　　　　ことやう　異様　　　　　　　しゃうみゃう　声明
ひゃくやくのちゃう　百薬の長　　　　　　　などやう　等様　　　　　　　しゃうみゃう　唱名
　くろがねのちゃう　鉄の帳　　　　　　　さかもとやう　坂本様　　　　　　ぢゃうみゃう　定命
　　ゆけひのちゃう　級負の庁　　　　　　　けにゃう　仮寧　　　　　　　みゃうみゃう　冥冥
　　えんまのちゃう　閻魔の庁　　　　　　ことのやう　事のやう　　　　　　ゆうみゃう　勇猛
　　　しものちゃう　下の町　　　　　　　　はやう　早う　　　　　　しょうみゃう　称名
　　くわんのちゃう　官の庁　　　　　　　　ずいひゃう　随兵　　　　　　　　くわうみゃう　光明
　　　ゐんのちゃう　院の庁　　　　　　　せいびゃう　精兵　　　　　　　　きみゃう　帰命
　　　　　ひちゃう　日帳　　　　　　　　　だいひゃう　大兵　　　　　　　　なむきみゃう　南無帰命
　　　　えびぢゃう　海老錠　　　　　　　ほうびゃう　宝瓶　　　　　　　　あくみゃう　悪名
　　　　くびちゃう　首帳　　　　　　　　あてがひやう　宛行様　　　　　　　　ぞくみゃう　俗名
　　　　　ふちゃう　不定　　　　　　　　　きびゃう　気病　　　　　　　　　けみゃう　仮名
　らうせうふちゃう’老少不定　　　　　　おくびゃう　臆病　　　　　　　　ぷつみゃう　仏名
　　　　にふちゃう　入定　　　　　　　　かくびゃう　脚病　　　　　　　おぶつみゃう　御仏名
　　　　　みちゃう　御帳　　　　　みだりかくびゃう　乱り脚病　　　　　　ほふみゃう　法名
　　　　とめちゃう　留め帳　　　　　　　さくびゃう　作病　　　　　　　　　むみゃう　無明
はっぴゃくやちゃう　八百八町　　　　　　　やくびゃう　疫病　　　　　　　　いんみゃう　印明
えどはっ　　　　　　　　　　　　　　　　　こひゃう　小兵　　　　　　　　おんみゃう　陰陽
　　ぴゃくやちゃう　江戸八百八町　　しひゃくしびゃう　四百四病　　　　　　　こんみゃう　今明
　　　　しゃちゃう　赦帳　　　　　　　とろっびゃう　（形動）　　　　　　　さんみゃう　三明
　　　　しゅぢゃう　手杖　　　　　　　　　　ふびゃう　風病　　　　　　　　　しんみゃう　身命
　　　　かよちゃう　駕輿丁　　　　　　　ごふびゃう　業病　　　　ふしゃくしんみゃう　不借身命
　　　しゅらちゃう　修羅場　　　　　　　　ざふひゃう　雑兵　　　　　　　　せんみゃう　宣命
　　　　いりちゃう　入り帳　　　　　　しゃびゃう　写瓶　　　　　　　ふんみゃう　分明
　ようつうりちゃう　万売り帳　　　　　　きょびゃう　虚病　　　　　　　こだいもやう　古代模様
　きりはたりちゃう　（連語）　　　　　　　かんびゃう　看病　　　　　　　　そうもやう　総模様
　　　とばりちゃう　帷帳　　　　　　　　　きんびゃう　金屏　　　　　　　　しやうもやう　仕様模様
　　　ぬめりちゃう　滑り町　　　　　　ぐんびゃう　軍兵　　　　　　　おもやう　面様
　　　　わぢゃう　和丈　　　　　　　　けんびゃう　硯屏　　　　　　げんろくもやう　元禄模様
　　　　くわちゃう　火長　　　　　　　をんびゃう　疽病　　　　　　こうしつもやう　後室模様
　めのこかんぢゃう　目の子勘定　　　　　　　ぷやう　無惹　　　　　　いちまつもやう‘市松模様
　　　　きんちゃう　金打　　　　　　　　　いふやう　言ふやう　　　　　　だてもやう　伊達模様
　　　　きんちゃう　錦帳　　　　　　　　おもふやう　思ふ様　　　　　　うきよもやう　浮き世模様
　　　　けんちゃう　嚢帳　　　　　　　　　おほやう　大様　　　　　　　　いうもやう　色模様
　　　　けんぢゃう　像伎　　　　　　　　　いまやう　今様　　　　　　　くるわもやう　廓模様
　　　　さんぢゃう　散杖　　　　　　　　いるまやう　入間様　　　　　　いうぜんもやう　友弾模様
　くわんじんちゃう　勧進帳　　　　　　　　　みゃう　名　　　　　　　　　　からやう　唐様
　　　ぜんぢゃう　禅杖　　　　　　　　　　いみゃう　異名　　　　　　　　　　りやう　利養
　　　ぜんぢゃう　禅定　　　　　　　　　ざいみゃう　在名　　　　　　　　　　りゃう　令
　　もんぜんちゃう　門前町　　　　　　　　だいみゃう　大名　　　　　　　　　　りゃう　領（名）
　　　　そんぢゃう　（連体）　　　　ふだいだいみゃう　譜代大名　　　　　　　一りゃう　領（助数）
　　　だちんちゃう　駄賃帳　　　　　　くにだいみゃう　国大名　　　　　　　　　りゃう　霊
　　　　どんちゃう　鍛帳　　　　　　ならびだいみゃう　並び大名　　　　　　　　一りゃう　両
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　　　　　ありやう　有り様　　　　　　　　あるやう　有る様　　　　　　　ろくしゅう　六宗
　　　　さいりゃう　宰領　　　　　　　　　　　さるやう　さる様　　　　　　．ひきつけしゅう　引き付け衆
　　　　だいりゃう　大領　　　　　いぬの　　　　　　犬の年より　　　　　ねつ．けしゅう　根付け衆
　　　　はいりゃう　拝領　　　　　　と．しよりたるやう　　　たるやう　　　　ほっけしゅう　法華宗
　いちじはいりゃう　一字拝領　　　　　　　みるやう　見るやう　　　　　　ふけしゅ・う　普化宗
　　　　こうりゃう　虹梁　　　　　　　　　かれやう　離れ様　　　　　　　　こしゅう　故主
　　　　そうりゃう　総領　　　　　　　このごろやう　此の頃様　　　　　をとこしゅう　男主
　　　　とうりゃ・う　棟梁　　　　　　　　　　わやう　和様　　　　　　　　　じしゅう　時宗
　　　　はうりゃう　方量　　　　　　　　くるわやう　廓様　　　　　　　　　しじゅう　始終
　　　　はうりゃう　方領　　　　　　　　　　　ゑやう　絵様　　　　　　　　　　じじゅう　侍従
　　　　まうりゃう　周両．　　　　　　　あんやう　安養　　　　　　　　ぎじじゅう　擬侍従
　　　しゃうりゃう　精霊　　　　　　　　　いんやう　陰陽　　　　　　　はなししゅう　話衆
　あらしゃうりゃう　新精霊．　　　　　　　おんやう　陰陽　　　　　　　いちぷしじゅう　一部始終
　　　くわうりゃう　広量　　　　　　　　　えいゆう　英雄　　　　　　　すゑしじゅう　末始終
　　　くわうりゃう　荒涼　　　　　　　　　　きゅう　宮　　　　　　　　　こなたしゅう　此方衆
　　　　きりゃう　器量　　　　　　　　かうきゅう．行宮　　　　　　　　かちしゅう　徒士衆
　　　　いきりゃう　生き霊　　　　　　　がうきゅう．強弓　　　　　　　　たちしゅう　立ち衆
　　　　ひきりゃう　引き両　　　　　　　こうきゅう　後宮　　　　　　　　まちしゅう　町衆
　ふたつひきりゃう　二っ引き両　　　ちゃうしうきゅう　長秋宮　　　　　じゃうじつしゅう　成実宗
　　みつひきりゃう　三つ引き両　　　　　やうきゅう「楊弓　　　　　　　　はっしゅう　八宗
　　　　ぷきりゃう　不器量　　　　　　　　　こきゅう　胡弓　　　　　　　じふはっしゅう　十八宗
　　　　あくりゃう　悪霊　　　　　　　　　げっきゅう　月宮　　　　　　　ねんぷっしゅう　念仏宗
　　　　ζくりゃう　国領　　　　　　　　　　どきゅう　土弓　　　　　ゆうつ
　　　　ぶくりゃう　伏苓　　　　　　　いしにきゅう　石に灸　　　　　うねんぶつしゅう　融通念仏宗
　　　　　けりゃう　仮令　　　　　　　　だんきゅう　弾弓　　　　　　　　みっしゅう　密宗
　　　　　しりゃう　死霊　　　　　　　　はんきゅう　半弓　　　　　　　　りっしゅう　律宗
　　　　　じりゃう　寺領　　　　　　　　　ゐんきゅう　院宮　　　　　　　じゃうどしゅう　浄土宗
　　　　ずりゃう受領　　　　 しゅう主　　　 もんとしゅう門徒宗
　　　えせずりゃう　似非受領　　　　　　　　　しゅう　宗　　　．　　　　　　くにしゅう　国衆
　　　　りつりゃう　律令　　　　　　　　　　しゅう　衆（名）　　　　　　おくにしゅう　御国衆
　　　あふりゃう　押領　　　　　　　　一しゅう　衆（接尾）　　　わたくしのしゅう　私の主
　　　あふみりゃう　近江令　　　　　りんざいしゅう　臨済宗　　　かきのもとのしゅう　柿の本の衆
　　　　むりゃう　無量　　　　　　　　せいじゅう　西戎　　　　　くりのもとのしゅう　栗の本の衆
　　　　むりゃう　六糸椴　　　　　てんだいしゅう　天台宗　　　　　ところのしゅう　所の衆
ふく　　　　　　　　　　　　　　　　べいじゅう　陪従　　　　　　　　そばしゅう　側衆
　じゅかいむりゃう　福聚海無量　　　　　よいしゅう　好い衆　　　　　　　おそばしゅう　御側衆
　　　　じゅりゃう　受領　　　　　　いっかうしゅう　一向宗　　　　　　ひなはじゅう　火縄銃
　　　　しょりゃう　所領　　　　　　　ほっさうしゅう　法相宗　　　　　　よりあひしゅう　寄り合ひ衆
　　　せんりゃう　千両　　　　　　さうとうしゅう　曹洞宗　　　　　　　はちぷしゅう　八部衆
　　　そんりゃう　尊霊　　　　　　てっぱうしゅう　鉄砲衆　　　　　　　つめしゅう　詰め衆
　　　てんりゃう　天領　　　　　どうぎゃうしゅう　同行衆　　　　　　おつめしゅう　御詰め衆
　　　ばんりゃう　盤領　　　　　　　こしゃうしゅう　小姓衆　　　　　　　くしゃしゅう　倶舎宗
　　　ほんりゃう　本領　　　　　ひゃうちゃうしゅう　評定衆　　　　　　　へやしゅう　部屋衆
　　とちまんりゃう　十千万両　　　　　　しゅうじゅう　主従　　　　　　　　　しょじゅう　所従
　　　くわんりゃう　管領　　　　　　　　らうじゅう　郎従　　　　　　　はしりしゅう　走り衆
くわん　　　　　　　　　　　　　　　ぢょらうしゅう　女郎衆　　　　　　　　　うしゅう　呂衆
　とうくわんりゃう　関東管領　　　　　　　おしゅう　御主　　　　　　　　どうしゅう　泥衆
かま　　　　　　　　　　　　　　　　　おちきしゅう　御直衆　　　　　　ぢっきんしゅう　泥近衆
　くらくわんりゃう．鎌倉管領　　　　　　おとぎしゅう　御伽衆　　　　　　　けごんしゅう　華厳宗
　さんくわんりゃう　三管領　　．　　　わうばくしゅう　黄蘂宗　　　　　　しんこんしゅう　真言宗
　　　をんりゃう　怨霊　　　　　　　　ほくしゅう　北宗　　　　　しん
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　ぎしんこんしゅう　新義真言宗　　　　　　くみちゅう　組中　　　　　　　　　　しょう　頒
　　　　さんじゅう　三従　　　　　　　　　むちゅう　無住　　　　　　　　　　じょう　尉
　　じふさんしゅう　十三宗　　　　　　　　しょぢゅう　初重　　　　　　　　　　　じょう　判官
　　　　しんしゅう　真宗　　　　　　　　ぢょちゅう　女中　　　　　　　　たいしょう　太衝
じゃうどしんしゅう　浄土真宗　　　　　おくぢょちゅう　奥女中　　　　　　　だいじょう　大乗
　　　ぜんしゅう　禅宗　　　　　　　かへりちゅう　返り忠　　　　　　　だいじょう　大判官
　　　　なんしゅう　南宗　　　　　　このごろぢゅう　此の頃中　　　　　　ついしょう　追従
　　　　ばんしゅう　番衆　　　　　　　　きんちゅう　禁中　　　　　　　　ないしょう　内証
　しゃうばんしゅう　相伴衆　　　　　　　　けんちゅう　検注　　　　　　　　じめいしょう　自鳴鐘
　　　こばんしゅう　小番衆　　　　　　　　さんぢゅう　三重　　　　　　　　おうしょう　応鐘
　　おほばんしゅう　大番衆　　　　しのびさんぢゅう　忍び三重　　　　　　さうじょう　相承
　　にちれんしゅう　日蓮宗　　　　　おくりさんぢゅう　送り三重　　　　　ししさうじょう　師資相承
　　さんうんしゅう　三論宗　　　　　　　　しんちゅう　心中　　　　　　　　せうじょう　小乗
　　　ゑんしゅう　円宗　　　　　　　　　しんちゅう　深重　　　　　　　　せうじょう　少判官
　　　　　ちゅう　申　　　　　　　　　ぷしんちゅう　不心中　　　　　　　くわうしょう　黄鐘
　　　　　ちゅう忠　 　　でんちゅう殿中　　　　ろくじょう鹿茸
　　　　　ちゅう柱　　　　にんちゅう人中　　　　けしょう顕証
　　　　　一ぢゅう　重　　　　　　　　　　はんちゅう　藩中　　　　　　　　　　げじょう　下乗
　　　　　一ぢゅう　中　　　　　　　　　まんぢゅう　饅頭　　　　　　たいぼんげじょう　退凡下乗
　　　くわいちゅう　懐中　　　　　　　ふなまんぢゅう　船饅頭　　　　　　　　　こしょう　雇従
　　　かうちゅう　講中　　　　　　　　れんちゅう　簾中　　　　　　　　ごじょう　五乗
　　　　だうちゅう　道中　　　　　　　これんちゅう　御簾中　　　　　　　じしょう　自称
　ぬめりだうちゅう　滑り道申　　　　　　ゐんちゅう　院中　　　　　　　かべそしょう　壁訴訟
おいらんだうちゅう　花魁道中　　　　　　　いとゆう　糸結う　　　　　　みみそしょう　耳訴訟
　　　じゃうちゅう　常住　　　　　　　　くわんにゅう　貫乳　　　　　　　　いちじょう　一乗
　　　　らうちゅう　郎中　　　　　　　　　　　りゅう　龍　　　　　　　　さんぷつじょう　讃仏乗
　　　　らうちゅう　老中　　　　　　　　せいりゅう　青龍　　　　　　ないしのじょう　掌侍
　　　　かちゅう　家中　　　　　　　　うんりゅう　雲龍　　　　　　ゆけひのじょう　級負の尉
　　　すぎぢゅう　杉重　　　　　　　　　　　よう　用　　　　　　ひゃうゑのじょう　兵衛の尉
　　　　　くぢゅう　久住　　　　　　　　　　　よう　庸　　　　　　さひゃうゑのじょう　左兵衛の尉
　　　　ごくぢゅう　極重　　　　　　　　　　　　よう　（副）　　　　　　ゑもんのじょう　衛門の尉
　　だいふくちゅう　大腹中　　　　　　　　　　一よう　（助動）　　　　うゑもんのじょう　右衛門の尉
　　　　らくちゅう　洛中　　　　　　　　　そうよう　総容　　　　　　さゑもんのじょう　左衛門の尉
　　　　りくちゅう　陸中　　　　　　　　きゃうよう　饗応　　　　　　　　　ふしょう　亮鐘
　　　　さげぢゅう　提げ重　　　　　　　　　かよう　荷用　　　　　　　　　ふしょう　不承
　　　　　こちゅう　籠中　　　　　　　　　　きよう　器用　　　　　　　　けふしょう　爽鐘
　　　　　ごぢゅう　後住　　　　　　　　　　きよう　清う　　　　　　　　しゅしょう　殊勝
　　　　　さちゅう　左注　　　　　　　　　　きょう　興　　　　　　　　　　ゐしょう　称唯
　　　　　ざちゅう　座中　　・　　　　　　　ぎょう　御宇　　　　　　　　けんしょう　顕証
　　　　　しぢゅう　止住　　　　　　　　　けぎよう　（副）　　　　　　　　けんじょう　見証
　　にろくじちゅう　二六時中　　　　　　いっきょう　一興　　　　　　　　じんじょう　員鐘
　　　きふじちゅう　給事中　　　　　　　きっきょう　吉凶　　　　　　　　じんじょう　尋承
　　　たっちゅう　塔頭　　　　　　　　　　ひきょう　比興　　　　　　　　　せんじょう　先畷
　　　にっちゅう　日中　　　　　　　　　ひきょう　非興　　　　　　　　ばんじょう　万乗
　　　びっちゅう　備中　　　　　　　　　ぷきよう　不器用　　　　じふぜんばんじょう　十善万乗
　　　ゑっちゅう　越中　　　　　　　　　ぷきょう　不興　　　　いってんばんじょう　一天万乗
　　　　にぢゅう　二重　　　　　　　　　むきξう　無興　　　　　　　　ぼんしょう　梵鐘
　　　　このちゅう　此の中　　　　　　　じゅきょう　入興　　　　　　　りんしょう　林鐘
　　　かはちゅう　側申　　　　　　とうせんきょう　投扇興　　　　　　　　ちょう　寵
　　　さかひぢゅう　堺重　　　　　　　　　　とくよう　徳用　　　　　　　　　あちよう　味よう
　いっしょふちゅう　一所不住　　　　　　　　ごよう　御用　　　　　　　　あんちょう　（副）
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　　　ちんちょう　珍重　　　　　　じゃうだいがらう　城代家老　　　　　　　やさぷらう　弥三郎
　　　せつよう　節用　　　　　しゅっとうがらう　出頭家老　　　きん
　　　　　どよう　土用　　　　　　　　おくがらう　奥家老　　　　　ちゃきんじふらう　金茶金十郎
　　じふくどよう　十九土用　　　　　　つけがらう　付け家老　　　　　　　　さむらう　三郎
　　　　ことよう　異用　　　　　　　おもてがらう　表家老　　　　　　　　　めらう　女郎
　　　もののよう　物の用　　　　　　　えどがらう　江戸家老　　　　　　　　こめらう　小女郎
　　　　ふよう　芙蓉　　　　　　　　くにがらう　国家老　　　　　　　　　つめらう　詰め牢
　　　　ふよう　不用　　　　　　　　　よからう　（連語）　　　　　　　　　やらう　野郎
　　　　ぷよう　不用　　　　　　　　　げきらう　逆浪　　　　　　　　　　一やらう　（助動）
　　　　ぷよう　武勇　　　　　　　　ざしきら．う　座敷牢　　　　　　　いうやらう　遊冶郎
　　　　ほふよう　法用　　　　　　　　　　ぐらう　愚老　　　　　　　はっつけやらう　礫野郎
　　　　　りょう龍，　　　　　　　　ぞくらう　続労　　　　たもや　　　　　　田も遺らう
　　せいりょう　青龍　　　　　　　　　ぞくらう　蹟労　　　　　　らうあぜもやらう　　畦も遣らう
　　　かうりょう　冗龍　　　　　てんしんどくらう　天真独朗　　　　　　　　きょらう　虚労
　　　かうりょう　鮫龍　　　　　　　　　ばくらう　伯楽　　　　　　　　　　しょらう　所労
　　　ぎょりょう　魚綾　　　　　　　うしばくらう　牛博労　　　　　　　げんしょらう　現所労
　　　　らりょう　羅綾　　　　　　　　しゅくらう　宿老　　　　　　　　　　ぢょらう　女郎（名）
　　　さんりょう　山陵　　　　　　　　てんくらう　天九郎　　　　　　　　一ぢょらう　女郎、（接尾）
　　ふせんりょう　浮線綾　　　　　　　　　げらう　下郎　　　　　　ばんとうちょらう　番頭女郎
　　けもんりょう　花文綾　　　　　　　　　　じらう　侍郎　　　　　　　たいこちょらう　太鼓女郎
　　　　ろよう　路用　　　　　　　つくしじらう　筑紫二郎　　　　　かうしぢょ．らう　格子女郎
　　　　さんよう　算用　　　　　しゃ　　　　　　　娑婆で見た　　　　しだしぢょらう　仕出し女郎
　めのこざんよう　目の子算用　　　ばでみたやじらう　　　　弥次郎　　　　はしぢょらう　端女郎
　　むねざんよう　胸算用　　　　　　　　よじらう　与次郎　　　　　　みせぢょらう　見世女郎
　ねずみざんよう　鼠算用　　　　　　　えんじらう　艶二郎　　　　　きりみせぢょらう　切り見世女郎
　つばめざんよう　つばめ算用　　ひがん　　　　　　　　　　　　　　　　ついちぢょらう　築地女郎
　　　　　　らう　労　　　　　　たらうはっせん　　彼岸太郎八　　　　　まちぢょらう　待ち女郎
　　　　　　らう　廊　　　　　　　じらうどようさ　　　専次郎土用　　　ざもちぢょらう　座持ち女郎
　　　　　　らう　霊　　　　　　ぷらうかんしらう　　三郎寒四郎　　　いもとちょらう　妹女郎
　　　　　　ラウ　羅宇　　　　　　　　　げんしらう　源四郎　　　　　　　あねぢょらう　姉女郎
　　　　　一らう　（助動）　　　　　　　　　ずらう　受領　　　　　　ひきふねぢょらう　引き舟女郎
　　　　であらう　（連語）　　　　　　　　　たらう　太郎　　　　　　　つぼねぢょらう　局女郎
　　一ぢゃあらう　（連語）　　　　、ばんどうたらう　坂東太郎　　　　しゅくばちょらう　宿場女郎
　　　　ういらう　外郎　　　　　　　　　さたらう　佐太郎　　　　　　かこひぢょらう　囲ひ女郎
をだはらういらう　小田原外郎　　　てんいちたらう　天一太郎　　　　うめちゃちょらう　埋め茶女郎
　　　かいらう　借老　　　　　　　　かはたらう　河太郎　　　　　さんちゃちょらう　散茶女郎
　　　すいらう　透廊　　　　　　　たんばたらう　丹波太郎　　　　けんどんぢょらう　倹鈍女郎
　　　　たいらう　大老　　　　　　　　うまたらう　馬太郎　　　　　　こばんぢょらう　小判女郎
　　　　たいらう　大根　　　　　　　　ぬまたらう　沼太郎　　　　　　　　　　るらう　流浪
　　　ごたいらう　五大老　　　　　　　　むたらう　無太郎　　　　　　　　えんらう　煙浪
　　せきはいらう　夕拝郎　　　　　　　　よたらう　与太郎　　　　　　　　　こんらう　軒廊
　　　くわいらう　廻廊　　　　　　　　さんたらう　三太郎　　　　　　　　　しんらう　辛労
　　さいさうらう　採桑老　　　　　　　　ばんたらう　番太郎　　　　　　　　　めんらう　面廊
　　　　たうらう　蟷螂　　「　　　　　つちらう　土牢　　　　　　　　　ありう　有り得
　　　こほうらう　戸部郎　　　　　　　　一つらう　（連語）　　　　　　かんていりう　勘亭流
　　　ちゃうらう　長老　　　　　　　　　みづらう　水牢　　　　　　　　こんがうりう　金剛流
　　　ひゃうらう　兵糧　　　　　　ちゅうもんのらう　中門の廊　　　　　　ゑんしうりう　遠州流
　こしびゃうらう　腰兵糧　　　　　　　　　さぷらう　三郎　　　　　　　　　　たうりう　当流
　　　ちゅうらう　中老　　　　　　どようさぷらう　土用三郎　　　　　　いったうりう　一刀流
　　　　らうらう　老老　　　　　　しこくさぶらう　四国三郎　　　　　　　にたうりう　二刀流
　　　　からう　家老　　　　　　えびすさぷらう　夷三郎　　　　　　　　　とうりう　逗留
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　　　　ふうりう　風流　　　　　　　　　ときれう　斎料　　　　　　　　　ろうろう　朧朧
　　　　やうりう　楊柳　　　　　　　　　ぐれう　供料　　　　　　　　じきろう　食籠
　　ほうしゃうりう　宝生流　　　　　　　たいがくれう　大学寮　　　　　　　　やくろう　薬籠
　　　すいかりう　垂加流　　　　　　　　　もくれう　木工寮　　　　　　　　ぎょくろう　玉楼
　　　ていかりう　定家流　　　　　　　　ひゃくれう　百僚　　　　　　　　　かげろう　陽炎
　　　やまがりう　山鹿流　　　　　　てんやくれう　典薬寮　　　　　　　かげろう　俘蛸
　　かなくぎりう　金釘流　　　　　　　　　これう　御料　　　　　　　　　　ころう　鼓楼
　　　　　さぎりう　鷺流　　　　　　　　　　これう　御寮　　　　　　　　　こころう　心得
　　　　ちゃくりう　嫡流　　　　　　　ひゃうこれう　兵庫寮　　　　　　　　こころう　心憂
　　　しんかげりう　神陰流　　　　　　　　わこれう　和御料　　　　　　さしこころう　さし心得
　　　しんかげりう　新陰流　　　　　　　　さしれう　差し料　　　　　　　　ところう　所得
　　　せんけりう　千家流　　　　　　　　うたれう　雅楽寮　　　　　　　　　ひろう　披露
　　　　　こりう　古流　　　　　　　　おはちれう　御鉢料　　　　　　　　　びろう　尾籠
　　　　　ごりう　五流　　　　　　　　ぬひどのれう　縫殿寮　　　　　　　　とふろう　都府楼
　　　おほはしりう　大橋流　　　　　　　　げんばれう　玄蕃寮　　　　　　　　　やろう　薬籠
　　せそんじりう　世尊寺流　　　　　　　ぬひれう　縫殿寮　　　　　　　　しゅろう　鐘楼
　　　くわんぜりう　観世流　　　　　　　おほひれう　大炊寮　　　　　　　　いんろう　印籠
　　　　　きたりう　喜多流　　　　　　　かずへれう　主計寮　　　　　　　　きんろう　禁漏
　　　いくたりう　生田流　　　　　　　　うまれう　馬寮　　　　　　　　きんろう　禁籠
　　　やまだりう　山田流　　　　　　　　うまれう　右馬寮　　　　　　　　さんろう　参籠
　　　オランダりう　和蘭流　　　　　　　　さまれう　左馬寮　　　　　　　　　　わう　王
　　くわうえつりう　光悦流・　　　　　　たくみれう　内匠寮　　　　　　　　　いわう　医王
　　むてかつりう　無手勝流　　　　　　　　めれう　馬料　　　　　　　　　だいわう　大黄
　　たきもとりう　滝本流　　　　　　　　　めれう　馬寮　　　　　　えんまだいわう　閻魔大王
　　　　　ふりう　風流　　　　　　　　　とのもれう　主殿寮　　　　　じふぜんでいわう　十善帝王
　　　やぎふりう　柳生流　　　　　　　　　しゅれう　衆寮　　　　　　　　　めいわう　明王
　　　おいへりう　御家流　　　　　　　づしょれう　図書寮　　　　　　　　ほうわう　鳳風
　　おほつぼりう　大坪流　　　　　　　　ちかられう　主税寮　　　　てんりんじゃうわう　転輪聖王
　　すぎやまりう　杉山流　　　　　　　　くられう　内蔵寮　　　　　　　みゃうわう　明王
　　　いつみりう　和泉流　　　　　おほとねりれう　大舎人寮　　　　ごだいみゃうわう　五大明王
　　おほくらりう　大倉流　　　　　　　　　くわれう　過料　　　　　　ふどうみゃうわう　不動明王
　　おほくらりう　大蔵流　　　　　　　しゅでんれう　主殿寮　　　　くりから　　　　　倶梨迦羅不
　をがさはらりう　小笠原流　　　　　　　なんれう　南錬　　　　　ふどうみゃうわう　　　動明王
　　　　さぷりりう　佐分利流’　　　　　　　のんれう　暖寮　　　　　だい
　　　こんぱるりう　金春流　　　　　　　かもんれう　掃部寮　　　　　ゐとくみゃうわう　大威徳明王
　　あすかゐりう　飛鳥井流　　　　　　　　　　ろう　楼　　　　　　くじゃくみゃうわう　孔雀明王
　　　　このゑりう　近衛流　　　　　　　　　せいろう　井楼　　　　　がう
　　　　せんりう　川柳　　「　　　　　　　せいろう　青楼　　　　　ざんぜみゃうわう　降三世明王
　　なんばんりう　南蛮流　　　　　　　　　れいろう　玲聴　　　　　こんがう
しゃうれんゐんりう　青蓮院流　　　　　　　てうろう　嘲弄　　　　　やしゃみゃうわう　金剛夜叉明王
　　そんゑんりう　尊円流　　　　　　　　とうろう　燈籠　　　　　ぐんだり　　　　　軍茶利夜叉
　　　　　うるう閏　　　 かすがどうろう春日燈寵　 やしゃみゃうわう　　明王
　　　　　　れう　料　　　　　　　　　たかどうろう　高燈籠　　　　くりからみゃうわう　倶梨迦羅明王
　　　　　　れう　寮　　　　　　　かげどうろう　影燈籠　　　あいぜんみゃうわう　愛染明王
　　　しゅけいれう　主計寮　　　　　をりかけどうろう　折り掛け燈籠　ごだ
　　　しゅぜいれう　主税寮　　　　　　きりこどうろう　切り籠燈籠　　　いそんみゃうわう　五大尊明王
　　さいぐうれう　斎宮寮　　　　　　　じゃうろう　城楼　　　　　　　　りゅうわう　龍王
　　おんやうれう　陰陽寮　　　　　　　　きゅうろう　宮漏　　　　　　かいりゅうわう　海龍王
　　　　らうれう　根料　　　　　　　　りゅうろう　龍楼　　　　はちだいりゅうわう　八大龍王
　　ぞくらうれう　蹟労料　　　　　　　しょうろう　鐘楼　　　　　なんだりゅうわう　難陀龍王
　　　　　おれう　御寮　　　　　　　　　らうろう　牢籠　　　　　しゃうへいくわう　昌平費
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　　　じザうくわう　上皇　　　　　　　　をうをう　（感）
　　　きょうくわう恐憧ときをう時を得え　　　じゃくくわう　寂光　　　　　　　　　　なをう　名を得
　　　　　ごくわう　後光　　　　　　　えたりやをう　得たりやをう　　　　　　　　え　（感）
　　だいざごくわう　台座後光　　　　　　　よをう　世を憂　　　　　　　　　　え　（名）
　くものすごくわう　蜘蛛の巣後光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　江
　　　　にっくわう　日光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え枝
　　　　はっくわう八荒　　　　　　　　　　　　　 え疫
　　　ぐわっくわう　月光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え宴
　　　　やくわう薬王　　　　　　　　　　　　　　え榎　　　　よくわう　余光’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　（副）
　　　　わくわう　和光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一え　（終助）
　　　　さんくわう　三光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一え　（助動）
　　　　さんくわう　三皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え一（造語形）
　　　せんくわう　先皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え一兄
　　むへんくわう　無辺光　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え一役
　　　　　　こわう　牛王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いえ　（感）
　　　　　　こわう　五黄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいえ　大衣
　　　くまのこわう　熊野牛王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふんざうえ　糞掃衣
　　　　　　ざわう　蔵王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃうえ　浄衣
　　　はくたわう　白沢王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえ　萱
　　　　　ぢわう　地黄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さかえ　栄
　　　　　にわう　仁王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつがえ　松が枝
　　　　　じふわう　十王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながえ　長柄
　　　　ほふわう　法皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながえ　猿
　　　　　まわう　魔王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょんがえ　（感）
　　ちゅうしょわう　中書王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きえ　帰依
　　　　　ぢょわう　女王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きえぎえ　消え消え
　　　あしゅらわう　阿修羅王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したぎえ　下消え
　　　　えんわう　閻王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いでぎえ　出で消え
　　　　　きんわう　勤王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むらぎえ　斑消え
　　　　　さんわう　山王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こくえ　黒衣
　　　　　しんわう　親王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いはくえ　岩崩え
　　　ないしんわう　内親王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びゃくえ　白衣
　にふだうしんわう　入道親王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れんげえ　蓮華衣
　　　ほふしんわう法親王　　　　　　　　　　　 あごえ距
　　むほんしんわう　無品親王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きこえ　聞ζえ（名）
　　　なまそんわう　生孫王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．きこ・え一聞こえ（接頭）
　　　　てんわう　天王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もののきこえ　物の聞こえ
　　しだいてんわう　四大天王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よのきこえ　世の聞こえ
　たいかうてんわう　大行天皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただこえ　直越え
だいじゃうてんわう　太上天皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たんぼこえ　丹波越え
　だじゃうてんわう　太上天皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひこえ　孫枝
　　　　してんわう　四天王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまこえ　山越え
　　　こづてんわう　牛頭天王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さえ　采
　　　こんりんわう　金輪王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざえ　才
　　　ごんりんわう　銀輪王　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ささえ　小竹筒
　　　　ゑうゑう　（副）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちのざえ　一の才
　　　　　　をう　（感）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むざえ　無才
　　えいえいをう　（感）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しえ　紫衣
　　　ぎょいをう　御意を得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながしえ　流し枝
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　　　おけすえ　（名）　　　　　　　　　ゆふばえ　夕映え　　　　　　　　にごりえ　濁り江
　　　　さすえ　捲　　　　　　　　　　しらはえ　白南風　　　　　　　　こもりえ　隠り江
　　　さっせえ　（動）　　　　　　　　にばんばえ　二番生え　　　　　　　　ふるえ　古江
　　一さっせえ　（助動）　　　　　　　　　　ひえ　比叡　　　　　　　　　　ふるえ　古枝
　　　　ほそえ　細江　　　　　　　　　　おひえ　御冷え　　　　　　　　　いうえ　いろ兄
　　　たえだえ　絶え絶え　　　　　　　　つひえ　弊え　　　　　　　　　こころえ　心得
　　　かたえ　片枝　　　　　　　　　　つひえ　費え　　　　　　　　　　をえ　小江
　　　なかたえ　中絶え　　　　　　　　　あをひえ　（名）　　　　　　　　　　さんえ　三衣
　　　かきたえかき絶え　　　　 ふえ笛　　　　とうじんえ等身衣
　　　せだえ　瀬絶え　　　　　　　　　　ふえ　坑
　　　うちたえ　うち絶え　　　　　　　　しかぶえ　鹿笛
　　　　とだえ　跡絶え　　　　　　　よこぶえ　横笛
　　かはまたえ　川股江　　　　　　　　むしぶえ　虫笛
　　　こわだえ　声絶え　　　　　　　　ことふえ　琴笛
　　　こゑだえ　声絶え　　　　　　　　やまとぷえ　大和笛
　　　をだえ　緒絶え　　　　　　　　　なふえ　柄衣
　　　　　ちえ　千枝　　　　　　　　　さうのふえ　笙の笛
　　　　たちえ　立ち枝　　　　　　　せうのふえ　鯖の笛
　　　なかつえ　中つ枝　　　　　　　しゃうのふえ　1笙の笛
　　　　しづえ　下枝　　　　　　　　　　しのぶえ　篠笛
　　　　ほつえ　上枝　　　　　　　　　くだのふえ　管の笛
　　　　みづえ　瑞枝　　　　　　　　はらのふえ　大角の笛
　　　かみつえ　上つ枝　　　　　　　　　かはぶえ　皮笛
　　　しもつえ　下つ枝　　　　　　　　　　ほふえ　法衣
じゃうびってえ　（副）　　　　　げだつ　　　　　　　解脱瞳相の
　　　みなとえ　港江　　　　　　どうさうのほふえ　　　　　法衣
　　　なえなえ　萎え萎え　　　　　　　こまぶえ　高麗笛
　　　　　にえ　沸　　　　　　　　もがりぷえ　虎落笛
　　　　　ぬえ　鶉　　　　　　　　　いちもんぶえ　一文笛
　　うさあねえ　（連語）　　　　　　　あかすかべえ　（名）
　べちゃあねえ　（連語）　　　　　　　　　　いほえ　五百枝
　　　　かのえ庚　　　　　おぼえ覚え
　　　　きのえ　甲　　　　　　　　　　ひがおぽえ　僻覚え
　　　　このえ　木の枝　　　　　　　　よのおぼえ　世のおぽえ
　　　つちのえ戊　　　　なまおぼえ生覚え
　　　みつのえ壬　　　　　よおぼえ世覚え
　　　もとのえ　本のえ　　　　　　　　おろおぽえ　おろ覚え
　　　　ひのえ丙　　　　　ながぽえ長吠え
　　　すみのえ　住江　　　　　　　　　　とこぼえ　常吠え
　　　　　はえ　映え　　　　　　　　　　　みえ　見え
　　　さかばえ　栄映え　　　　　　　　　めみえ　目見え
　　　すぎぱえ　杉生え　　　　　　　　おめみえ　御目見得
　　　つきばえ，月栄え　　　　　　　　こころみえ　心見え
　　　ひこばえ　藁　　　　　　　　　　　　　むえ　無依
　　　　さばえ　（感）　　　　　　　　　　一めえ　（助動）
　　　　すはえ　楚桔　　　　　　　　　　したもえ　下萌え
　　　　ぢぱえ　地生え　　　　　　　　したもえ　下燃え
　　でたちばえ　出立ち栄え　　　　　　　ももえ　百枝
　　　いでばえ　出で映え　　　　　　　　からえ　唐荏
　　　ひとばえ　人映え　　　　　　　えいやらえ　（感）
　　　なにはえ　難波江　　　　　　　　　いりえ　入り家
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お
　　お　（感）
　　お一御
　おお　（感）
つつお　筒落
